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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.html 毎月１・15日発行

こきんちゃん

NO.1380

平成29（2017）年

21/
２
月　

日（
火
）

２８

納
期
限
の

お
知
ら
せ

主
な
内
容

◆福祉のひろば
自立支援医療費制度をご
存じですか、相続・遺
言・成年後見制度相談会
ほか …９面

◆健康ガイド
高齢者肺炎球菌予防接種
はお済みですか、歯科健
康講演会、むし歯予防教
室　ほか …８・９面

◆催し
第４２回東京都遺跡・調査
研究発表会、ＬＧＢＴシ
ンポジウム、理科実験室
ほか …１１・１２面

◆お知らせ
子ども・子育て支援事業計画（素案）
パブリックコメント募集、委員募集、
特別支援教室に関する説明会、市の
人口と世帯数　ほか…２～８・１２面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

固定資産税・都市計画税 … 第４期分
国民健康保険税 ……………第８期分
後期高齢者医療保険料 ……第８期分
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平
成　

年
１
月
～　

月
に
納
め

２８

１２

た
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
お

よ
び
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
、
市
・
都
民
税
の

申
告
の
際
に
は
、
忘
れ
ず
に
納
付

額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
税

方
は
「
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
」
の
平
成　

年
２
月
～　

月

２８

１２

の
保
険
税
額
で
、
そ
れ
以
外
の
方

は
「
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知

書
」
ま
た
は
預
・
貯
金
通
帳
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
領
収
書
等
の
添

付
は
不
要
で
す
。

問
合
先　

納
税
課
管
理
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
５
）

３８７

 　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

賦
課
決
定
通
知
書
」
の
下
部

（
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納

入
通
知
書
」
）
の
特
別
徴
収
の
う

ち
平
成　

年
２
月
～　

月
の
保
険

２８

１２

料
額
で
、
口
座
振
替
の
方
は
同
通

知
の
普
通
徴
収
の
保
険
料
額
ま
た

は
預
・
貯
金
通
帳
で
、
そ
れ
以
外

の
方
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
入
通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
領
収
書
等
の
添
付
は
不
要

で
す
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

療
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

方
は
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知

書
」
の
平
成　

年
２
月
～　

月
の

２８

１２

保
険
料
額
で
、
そ
れ
以
外
の
方
は

「
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」
ま

た
は
預
・
貯
金
通
帳
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
領
収
書
等
の
添
付
は
不

要
で
す
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
２
１
）

０４２

３８７

 　

平
成　

年
１
月
～　

月
に
納
め

２８

１２

た
過
年
度
分
や
家
族
の
分
も
対
象

と
な
り
ま
す
。　

　
　

月
上
旬
ま
た
は
２
月
上
旬
に

１１
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
（
は
が
き
）

や
領
収
証
書
の
添
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
の
際

は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

立
川
年
金
事
務
所
（
☎

　

儿　

儿
０
３
５
２
）

０４２

５２３
介
護
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

国民健康保険税・後国民健康保険税・後期期
高齢者医療保険料・高齢者医療保険料・介介
護保険料・国民年金護保険料・国民年金保保
険料は全額社会保険険料は全額社会保険料料
控除の対控除の対象象
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　平成２９年度版ごみ・リサイクル
カレンダーを、市内すべての世
帯・事業所に配布します。
　同カレンダー表紙・裏表紙絵は
市内在住の小学校４～６年生から
募集し、選ばれた作品です。
　配布期間が過ぎても届かない場
合や、ご自宅の地区と異なるもの
が配布された場合は、ごみ対策課

へご連絡ください。
配布期間　２月６日（月）～３月
１０日（金）
問合先　ごみ対策課清掃係（☎
０４２−３８７−９８３５）
※　収集日が変更となる地区があ
りますので、必ずお手元に届い
ているかご確認ください。

全戸配布
ごみ・リサイクルカレンダごみ・リサイクルカレンダーー

税・都民税の税額控除に該当する寄附金がある場合
は、必ず確定申告書第二表の住民税（・事業税）に関
する事項「寄附金税額控除」の該当欄に集計した各全
額を記入してください。その際、ふるさと納税ワンス
トップ特例の特例適用申請書を提出した寄附金額も含
めて集計してください。
 

　市・都民税の申告書および確定申告書へ個人番号
（マイナンバー）の記載が必要となります。提出の際
に確認書類のいずれかを忘れずにお持ちください。
　なお、郵送や市役所で確定申告書を提出する場合に
は、確認書類の写しを添付してください。（個人番号
カードは両面の写し）
確認書類　▷個人番号カード　▷個人番号通知カード
と現住所・氏名・生年月日が記載された本人確認ので
きるもの（※）
※　公的機関の発行した証明書（運転免許証、公的医
療保険の被保険者証等）

マイナンバーを記マイナンバーを記載載

 

〈特別徴収とは？〉

　従業員（給与所得者）の個人住民税は、事業主が従
業員に代わり、毎月給与から個人住民税を差し引き、
納入する特別徴収が原則です。
※　従業員が常時１０人未満の場合は、従業員が居住す
る区市町村に申請すると、年１２回の納期を年２回に
することができる納期の特例の制度があります。

〈特別徴収のメリット〉

　特別徴収は、所得税のように、税額の計算や年末調
整をする手間が不要です。
　詳しくは特別徴収推進ステーションのホームページ
（http://www.tax.metro.tokyo.jp/kazei/tokubetsu/
index.html）をご覧ください。

事業事業主主（（給与支払給与支払者者））の方への方へ
平平成成２２９９年度から個人住民年度から個人住民税税

の特別徴収を徹の特別徴収を徹底底

　市・都民税の申告は市の市民税課で、所得税および
復興特別所得税（以下「所得税」）の確定申告は武蔵
野税務署で、それぞれ受け付けます。
　市・都民税の申告用紙は、前年の所得状況に応じ
て、２月９日（木）に市役所から郵送します。また、
所得税の申告用紙は、前年の状況に応じて、１月下旬
に税務署から郵送済みです。用紙が届かなかった方や
新たに必要となった方は、ご連絡ください。
【臨時窓口の開設】
　申告期間中は日曜日にも窓口を開設し、申告書を受
け付けます。
渇　市＝２月１９日～３月１２日の毎週日曜日午前９時～
午後１時
渇　武蔵野税務署＝２月１９日（日）、２６日（日）午前８
時３０分～午後５時（相談は午前９時から）
 

　寄附金控除・政党等寄附金等特別控除のうち、市民

所得税の寄附金控除または寄附所得税の寄附金控除または寄附金金
特別控除を申告される方特別控除を申告される方へへ
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問合先
渇　市・都民税＝市民税課市民税係
（市役所第二庁舎３階☎０４２−３８７−
９８１９）
渇　所得税および復興特別所得税＝武
蔵野税務署（武蔵野市吉祥寺本町３
−２７−１☎０４２２−５３−１３１１）

市・都民税の申告（住民税）、確定申市・都民税の申告（住民税）、確定申告告
（（所得税および復興特別所得税）の受け所得税および復興特別所得税）の受け付付
けが始まりまけが始まりますす 申告期間は２月１６日（木）〜３月１５日（水）

ご自宅の地区と合っているか
表紙をご確認ください

P後送

収集日が変更となる地区 収集日が変更とならない地区
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 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（要事前申込）
問合先内　容ところと　き名　称

生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）市史編さん活動について市役所第二庁舎

８階８０１会議室
２月６日（月）
１０：００〜市史編さん委員会

企画政策課男女共同参画室
（☎０４２−３８７−９８５３）

（仮称）第５次男女共同参画行動
計画（素案）について、男女共同
参画施策の推進について

前原暫定集会施
設２階Ｂ会議室

２月９日（木）
１０：００〜

男女平等推進審議会
（※）

下水道課業務設備係
（☎０４２−３８７−９８２８）下水道使用料に関する協議本町暫定庁舎１

階第１会議室
２月１４日（火）
１５：００〜下水道使用料審議会

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

平成２９年度一般廃棄物処理計画の
策定等について

中間処理場事務
所棟研修室１

２月１５日（水）
１５：００〜

廃棄物減量等推進審
議会

生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）社会教育活動について　ほか市役所第二庁舎

８階８０１会議室
２月１７日（金）
９：３０〜社会教育委員の会議

自立生活支援課障害福祉係
（☎０４２−３８７−９８４８）

障がい者施策全般について（手話
通訳あり。１０日までに要事前申込）

前原暫定集会施
設１階Ａ会議室

２月２８日（火）
１７：００〜

地域自立支援協議会
（※）

　

市
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
計
画
期

間
中
の
中
間
期
に
見
直
し
を
図
る

た
め
、
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
に
対
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

施
策
名
称　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体

検
討
結
果
の
公
表
等　

３
月
下
旬

（
予
定
）
。
意
見
等
に
対
す
る
個

別
的
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
検
討

を
終
え
た
と
き
は
、
意
見
等
の
内

容
お
よ
び
市
の
検
討
結
果
と
そ
の

理
由
を
公
表
し
ま
す
。

配
布
・
閲
覧
場
所
等　

子
育
て
支

援
課
・
保
育
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
３
階
）
、
児
童
青
少
年
課
（
同

４
階
）
、
公
民
館
各
館
、
婦
人
会

館
、
総
合
体
育
館
、
図
書
館
本
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

提
出
方
法　

２
月
１
日
～　

日
２８

に
、
住
所
・
氏
名
・
施
策
名
称
を

明
記
し
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用

フ
ォ
ー
ム
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所

１８４

不
要
☎　

儿　

儿
９
８
３
６ 
　

０４２

３８７

０４２

儿　

儿
２
６
０
９
）

３８６

 
〈
地
域
公
共
交
通
会
議 

委
員
〉

　

市
で
は
、
地
域
公
共
交
通
機
関

の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

協
議
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通

会
議
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

５
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
２
月
１
日
現
在

２９

　

歳
以
上
の
方

１８応
募
方
法　

２
月　

日
（
消
印
有

１７

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

FAX

委
員
募
集

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
小
論
文
（　

字
８００

以
内
・
課
題
＝
「
小
金
井
市
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
展
望

に
つ
い
て
」
）・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
交
通
対
策
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
５
階
）
へ
。

問
合
先　

交
通
対
策
課
交
通
対
策

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
５
０ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８６

儿
２
６
１
９
）

〈
防
災
会
議
委
員
〉

　

市
で
は
、
防
災
に
関
す
る
重
要

な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
防
災

会
議
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在

２９

　

歳
以
上
の
方

１８応
募
方
法　

２
月　

日
（
消
印
有

２８

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
小
論
文
（
千　
２００

字
以
内
・
課
題
＝
「
小
金
井
市
の

災
害
時
に
お
け
る
自
助
・
共
助
・

公
助
に
つ
い
て
」
）・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
地
域
安
全
課
（
市
役
所

本
庁
舎
１
階
）へ
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
０
７ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８４

儿
６
４
２
６
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

任　

期　

４
月
１
日
～
平
成　

年
３１

FAXFAX

３
月　

日
３１

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
審
査
・
選
考
を

行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
論
文
・
応
募
用

紙
は
、
選
考
後
返
却
し
ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
す
で
に
市
が
設
置
し

て
い
る
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

は
、
原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か

他
の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に
限

り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
▽

市
の
関
係
者
を
除
く
。

※　

開
催
頻
度
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」の
平
成　
２９

年
度
分
（
４
月
１
日
共
済
開
始
）

の
予
約
申
込
を
、
２
月
１
日

（
水
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京

都　

市
町
村
が
共
同
で
運
営
し
て

３９
い
る
、
少
な
い
会
費
で
、
交
通
事

故
に
遭
っ
た
と
き
、
見
舞
金
を
受

け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で

交
通
災
害
共
済

（
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
）
に

ご
加
入
を

す
。

　

加
入
申
込
書
は
、
２
月
１
日
か

ら
各
家
庭
に
配
付
す
る
ほ
か
、
市

内
の
銀
行
等
窓
口
（
郵
便
局
を
除

く
）な
ど
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
内
容
等
詳
し
く
は
、
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

東
京
都
市
町
村
総
合
事
務
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ct

v-to
kyo
.o
r.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

加
入
で
き
る
方　

市
内
在
住
の
方

会
費
等

▽　

Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
千
円
の
会

費
で
最
高　

万
円
の
見
舞
金

３００

▽　

Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額　

円
の
会

５００

費
で
最
高　

万
円
の
見
舞
金

１５０

そ
の
他　

小
・
中
学
生
、
消
防
団

員
の
方
は
、
市
費
負
担
で
Ｂ
コ
ー

ス
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
（
自
己

負
担
に
よ
っ
て
Ａ
コ
ー
ス
へ
の
移

行
は
可
能
で
す
）

申
込
方
法　

加
入
申
込
書
に
会
費

を
添
え
て
市
内
の
銀
行
等
窓
口

（
郵
便
局
は
除
く
）
へ
。

問
合
先　

交
通
対
策
課
交
通
対
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

 　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴

い
、
２
月
８
日
（
水
）
、
９
日

（
木
）
午
前
６
時　

分
～
午
後　

３０

１１

時
は
同
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７ 住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
～　

１３

１５

日
（
水
）
い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま

で 夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
（
左
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７ 夜間入口詳細図

ご
利
用
く
だ
さ
い

２
月
の
休
日
窓
口

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
５
日
の

み
）
、
納
税
課
（
５
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３○
○
○
○

○は休日窓口開設日
土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

282726

2月

子
ど
も
・
子
育
て
支

子
ど
も
・
子
育
て
支
援援

事
業
計
画
（
素
案

事
業
計
画
（
素
案
））

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集

図書図書館館
特別休館特別休館のの
お知らお知らせせ

　蔵書点検のため、次の期間休館し
ます。
渇　図書館本館・別館・前原町西之
台会館図書室＝２月１５日（水）〜
２０日（月）
渇　図書館東分室・貫井北分室＝２
月２１日（火）〜２３日（木）

渇　図書館緑分室＝２月２１日（火）
〜２４日（金）
問合先　図書館本館（☎０４２−３８３−
１１３８）

　

市
税
の
口
座
振
替
は
、
指
定

の
預
・
貯
金
口
座
か
ら
、
各
納

期
限
の
日
に
各
種
の
税
を
自
動

的
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。

　

忙
し
い
方
や
不
在
が
ち
の
方

に
は
、
納
め
忘
れ
の
心
配
や
金

融
機
関
な
ど
に
出
向
く
手
間
が

省
け
る
た
め
、
大
変
便
利
な
制

度
で
す
。

　

口
座
振
替
が
で
き
る
市
税

は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
市
・
都
民
税
（
普
通
徴
収

分
）
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
（
普
通
徴
収
分
）
で

す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の

年
金
天
引
き
分
は
、
普
通
徴
収

へ
の
変
更
手
続
を
す
る
こ
と
で

口
座
振
替
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
市
・
都
民
税
の

年
金
天
引
き
分
は
、
口
座
振
替

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
で
申
し
込
み
後
、

手
続
き
完
了
ま
で
に
、
１
か
月

半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
申
込
用

紙
（
口
座
振
替
依
頼
書
）
は
、

市
内
の
金
融
機
関
の
窓
口
に
も

備
え
て
あ
り
ま
す
。
市
外
の
金

融
機
関
で
お
申
し
込
み
の
方

は
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵

送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
課
窓
口
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
申
し
込

み
後
、
手
続
き
完
了
ま
で
に
、

２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

預
・
貯
金
口
座
名
義
人
が
口
座

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
本
人

確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
（
一
部
利
用
で
き
な
い
カ

ー
ド
が
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
継

続
検
査
（
車
検
）
用
納
税
証
明

書
の
送
付
に
納
期
限
（
５
月

末
）
後
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
の
で
、
６
月
車
検
の
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

納
税
課
管
理
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
５
）

０４２

３８７

口
座
振
替

口
座
振
替
でで

市
税
の
納
付

市
税
の
納
付
はは

便
利
便
利
なな
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資格等要件月額報酬勤務時間業務名

以下のいずれかの要件を満たす方　渇ケース
ワーカー等、生活保護事務に係る実務経験が
３年以上ある方　渇社会福祉士または精神保
健福祉士の資格を有し、相談業務に係る実務
経験が１年以上ある方

２０２,７００円週５日、月曜〜金曜日９：００〜１６：００生活保護受給者面接相
談員

以下の要件をすべて満たす方　渇介護支援専
門員（ケアマネジャー）の資格を有し、居宅
介護支援事業者や地域包括支援センターなど
で３年程度の勤務経験がある方　渇パソコン
操作（エクセル、ワード）ができる方

２０２,７００円月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは
所属長が定める）８：３０〜１７：００

介護事業所指定および
指導権関連等業務

以下のすべての要件を満たす方　渇社会福祉
士、看護師のいずれかの資格を有する方　渇
パソコン操作（ワード、エクセル）ができる
方　渇自転車に乗れる方

２０２,７００円月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは
所属長が定める。）、８：３０〜１７：００民生委員連携業務

以下の要件をすべて満たす方　渇保健師の資
格を有する方　渇パソコン操作（ワード、エ
クセル）ができる方　渇自転車に乗れる方

２４４,０００円
月曜〜金曜日のうち週４日（割り振りは
所属長が定める）８：３０〜１７：００または
月曜〜金曜日週５日９：３０〜１６：３０

保健師等専門職業務
（妊婦等相談事業）

保育士資格を有する方９２,９５０円週５日、月曜〜金曜日８：３０〜１２：３０の
間で、１日３時間勤務、週１５時間勤務保育士業務（短時間）

−時給１,２００円

週５日、月曜〜金曜日、７：００〜１１：００
または１５：３０〜１９：００の間で、１日１.５
〜３時間勤務、週１５時間程度（必要に応
じ土曜日の勤務あり）

保育士補助業務

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準に
定める要件を満たす方（保育士、幼稚園教
諭、学校教諭等）

１８５,９００円

月曜〜土曜日のうち週５日、週３０時間勤
務のシフト制（８：００〜１９：００の間で所
属長が割り振る。必要に応じ時間外勤務
あり）

学童保育指導員業務

業務名等　右表のとおり
年齢要件　６５歳定年制のため、昭和２７
年４月２日以降に生まれた方
※　国籍は問いません。
面 接 試 験 日　３ 月１３日（月）～１５日
（水）
採用予定人数　いずれも若干名
採用予定日　４月１日（土）または５
月１日（月）
要項（申込書）配布・応募受付　２月
２７日（月）までの午前８時３０分～正午、
午後１時～５時（土曜・日曜・祝日を
除く）に職員課（市役所本庁舎１階）
で。郵送による応募（２６日必着）も受
け付けます。
※　要項は、配布期間中に限り、市役
所第二庁舎１階受付で配布するほ
か、市ホームページからダウンロー
ドできます。
問合先　職員課人事研修係（〒１８４－
８５０４住所不要☎０４２－３８７－９８０８）

平平成成2299年年度度
非常非常勤勤

嘱託職員募嘱託職員募集集

〈
非
常
勤
嘱
託
職
員
〉

業
務
名　

保
育
士
補
助
業
務

勤
務
時
間　

週
５
日
、
月
曜
～
金

曜
日
午
前
７
時
～　

時
ま
た
は
午

１１

後
３
時　

分
～
７
時
の
間
で
、
１

３０

日
１
・
５
時
間
～
３
時
間
勤
務
、

週　

時
間
程
度
（
必
要
に
応
じ
土

１５
曜
日
の
勤
務
あ
り
）

報　

酬　

時
給
千　

円
２００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２６

生
ま
れ
た
方

募
集
人
数　

７
人

面
接
試
験
日　

２
月　

日
（
金
）

１０

採
用
予
定
日　

３
月
１
日
（
水
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

２
月
３
日
（
金
）
ま
で
の
午

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（
２
日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

〈
平
成　

年
度
任
期
付
職
員
〉

２９

職　

種　

保
育
士

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
（
ロ

４５

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
土
曜
日
の

勤
務
あ
り
）

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

採
用
予
定
人
数　

３
人

面
接
試
験
日　

２
月　

日
（
木
）

１６

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
土
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

２
月
９
日
（
木
）
ま
で
の
午

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（
８
日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

〈
育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
〉

職　

種　

保
育
士

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
（
ロ

４５

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
土
曜
日
の

勤
務
あ
り
）

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

面
接
試
験
日　

２
月　

日
（
木
）

１６

採
用
予
定
日　

３
月
１
日
（
水
）

ま
た
は
４
月
１
日
（
土
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

２
月
９
日
（
木
）
ま
で
の
午

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（
８
日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

そ
の
他　

▽
要
項
は
、
配
布
期
間

中
に
限
り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
受
付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
▽
い
ず
れ
の
職
種

も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
募
集
内
容　

▽
ポ
イ
ン
ト
方
式
に

よ
る
募
集
（
家
族
向
け
の
み
）
▽

単
身
者
向
け
・
単
身
者
用
車
い
す

使
用
者
向
け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住

宅　

▽
事
業
再
建
者
向
け
定
期
使

用
住
宅

申
込
書
等
配
布　

２
月
１
日

（
水
）
～
９
日
（
木
）
に
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
）
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
受
付
、
管
財
課
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施
設

管
理
室
（
同
１
階
）
で
配
布
す
る

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

ほ
か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、
東

京
都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.to
-ko
u
sya.

o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
・
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

２
月　

日
（
必
着
）

１３

ま
で
に
、郵
送
で
渋
谷
郵
便
局
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
都
営
住
宅
募
集

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０１０

　

＝
２
月
１
日
～
９
日
、
☎　

儿

８１０

０３

３
４
９
８
儿
８
８
９
４
）
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
６
１
）

３８７

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　医療費が高額になった場合は、各医療保険から
月額の限度額を超えた分を「高額療養費」として
支給しています。また、介護サービス費用が高額
になった場合は、介護保険から月額の限度額を超
えた分を「高額介護サービス費」として支給して
います。
　自己負担額をさらに軽減するために、同じ世帯
で１年間（８月～翌年７月）の各月に支払った医療
保険・介護保険の自己負担額（高額介護サービス
費、高額療養費の支給対象分を除いた金額）の合
計が年額の基準額（下表）を超える場合に、超えた
金額を「高額医療・高額介護合算療養費等」とし
て支給しています。
　今回の支給対象期間（平成２７年８月～２８年７

月）に支給対象となる被保険者の方がいる世帯に、
２月ごろに勧奨通知を送付します。
　支給時期は、４月以降となります。
その他
渇　同じ世帯でも、国民健康保険・職場の医療保
険・後期高齢者医療保険では、それぞれ別に自
己負担額を計算します。

渇　申請の受付窓口は、平成２８年７月３１日時点で
加入していた医療保険となります。

問合先　保険年金課国民健康保険係（☎０４２－３８７
－９８３３）、保険年金課高齢者医療係（☎０４２－３８７
－９８３４）、介護福祉課介護保険係（☎０４２－３８７－
９８２２）

合算した場合の自己負担限度額（平成２７年８月～平成２８年７月。年額）
７０歳未満の方

医療保険（７０歳未満）と介護保険の合算所得区分（※１）
２１２万円ア　９０１万円超
１４１万円イ　６００万円超～９０１万円以下
 ６７万円ウ　２１０万円超～６００万円以下
 ６０万円エ　２１０万円以下
 ３４万円オ　住民税非課税

※１　国民健康保険加入者に限る。職場の医療保険に加入している場合は、加入している健康保険組
合等にお問い合わせください。

７０歳以上の方
後期高齢者医療保険（７５歳
以上）と介護保険の合算

医療保険（７０～７４歳）
と介護保険の合算所得区分（※２）

６７万円６７万円現役並み所得者（課税所得１４５万円以上）

５６万円５６万円一般（課税所得１４５万円未満　または基礎控除
後の所得２１０万円以下）

３１万円３１万円区分Ⅱ（住民税非課税）

１９万円１９万円区分Ⅰ（住民税非課税　かつ世帯の所得が一定
基準以下）
※２　国民健康保険または後期高齢者医療保険加入者に限る。職場の医療保険に加入している場合
は、加入している健康保険組合等にお問い合わせください。

高額医療・高額介護合算制度
医療費・介護費の自己負担を軽減

職
員
募

職
員
募
集集
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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

一時保育をご利用くださ一時保育をご利用くださいい
　保護者の疾病等による緊急時、断続的な就労形態、私的な理由
などによって、就学前のお子さんの保育が必要なときに、次の保
育園で一時的に保護者に代わってお子さんを保育しています。
実施園　下表のとおり
利用方法等　保育時間・保育料・申込方法・利用状況等について
は、直接、各保育園にお問い合わせください。
問合先　保育課保育係（☎０４２－３８７－９８４６）

預かり人数電話番号所在地保育園
１日１０人まで☎３８１－２２３７本町５－６－１９小金井

市立
１日１０人まで☎０４２２－６０－０７７１梶野町１－２－３けやき
１日１３人まで☎３８１－３５７５貫井南町４－２９－２１貫　井

私立

１日１０人まで☎３８１－２２６３本町３－５－９しんあい
１日８人まで☎３２５－１０４５貫井北町５－８－１愛の園
１日１０人まで☎０４２２－５５－４４１７梶野町２－７－５ひなぎく
１日１０人まで☎３８１－８７０６貫井南町１－１３－１７光明第二
１日５人まで☎３８１－１５８９東町４－２１－８こむぎ
原則１日１人ま
で（保護者の疾
病等による緊急
時のみ）

☎３８３－１１８０東町３－１－１６くりのみ
市立 ☎３８３－１１８１前原町３－１１－１２わかたけ

☎３８３－１１８２貫井北町３－３０－６さくら
※　表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています。

平成29年度版
ごみ・リサイクルカレンダー 

表紙絵の作品入賞者決定
　今回は、２５５作品の応募がありま
した。ご応募いただきありがとうご
ざいました。
　応募作品に対し、ごみ対策課での
一次選考、廃棄物減量等推進審議会
での最終選考を行った結果、次の方
々が入賞しました。
　入賞作品は、ごみ・リサイクルカ
レンダー表紙・裏表紙に掲載しま
す。
【表紙絵】
渇　山下理紗さん
　（緑小学校５年生）

【裏表紙絵】
渇　内藤悠太さん
　（南小学校４年生）
渇　鈴木奏成さん
　（南小学校４年生）
渇　田澤咲洛さん
　（第二小学校４年生）
渇　今澤真心さん
　（緑小学校４年生）
渇　中釜慧さん
　（本町小学校６年生）
問合先　ごみ対策課清掃係（☎０４２
－３８７－９８３５）

表彰のために市役所を訪れた受賞者の皆さん

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

平
成　

年
第
４
回
市
議
会
定
例

２８

会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
４
人
の
方
が
委
員
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
第　

回
選
挙

２８

２８

管
理
委
員
会
に
て
、
委
員
長
に
市

間
博
氏
を
選
出
し
、
委
員
長
が
職

務
代
理
者
に
永
並
譲
氏
を
指
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成　

年　

月

３２

１２

　

日
ま
で
で
す
。

２３問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎　

儿　

儿
９
８
８
１
）

０４２

３８７

〈
市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

準
備
室
に
お
け
る
相
談
、

事
務
業
務
〉

勤
務
時
間　

週
２
日
、
午
前
８
時

　

分
～
午
後
５
時
（
１
日
は
半
日

３０勤
務
。
出
勤
日
時
は
要
相
談
）

報　

酬　

月
額
７
万
４
千　

円
４００

資
格
等
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方　

▽
市
民
活
動
・
協

働
に
関
す
る
相
談
業
務
が
で
き
る

方　

▽
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
）
を
使
用
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

〈
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業 

相
談
員
業
務
〉

勤
務
時
間　

週
４
日
、
午
前
８
時

　

分
～
午
後
５
時

３０報　

酬　

月
額　

万
２
千　

円

２０

７００

資
格
等
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方　

▽
社
会
福
祉
士
ま

た
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
資
格
を
有
す
る
方　

▽
パ

ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）

を
使
用
で
き
る
方　

▽
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

募
集
人
数　

若
干
名

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

年
齢
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２７

生
ま
れ
た
方

面
接
試
験
日　

３
月
７
日
（
火
）

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
土
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

２
月
１
日
（
水
）
～　

日
２１

（
火
）
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
社
会
福
祉

協
議
会
（
本
町
５
儿　

儿　

）
で

３６

１７

配
布
す
る
ほ
か
、
配
布
期
間
中
に

限
り
、
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://ko

gan
ei-co

s.o
rg/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※　

申
込
書
類
等
は
、
受
験
者
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
代
理
の
方
や
郵
送
に
よ
る
提

出
は
不
可
）

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 　

卓
球
、
体
操
、
武
道
、
ダ
ン
ス

（
社
交
ダ
ン
ス
を
除
く
）
、
会
議

な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

で
構
成
さ
れ
、
常
時　

人
以
上
の

１０

方
の
参
加
が
見
込
め
る
団
体

そ
の
他　

▽
申
請
書
類
は
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
で
配
布
し

ま
す
。
▽
前
年
度
登
録
団
体
で
変

更
の
な
い
場
合
は
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法　

２
月　

日
ま
で
に
、

２４

直
接
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
へ
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階

☎　

儿　

儿
２
４
６
２
）

０４２

３８６

 　

次
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
変
更

し
ま
し
た
の
で
、
関
係
図
書
の
縦

覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
都
市
計
画　

生
産
緑
地
地
区

縦
覧
場
所
・
問
合
先　

都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月　

日
（
水
）
午
前

１５

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

一
中
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

新
規
団
体
登
録
受
付

都
市
計
画
の
変
更

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
へ
。

 　

教
育
委
員
会
で
は
平
成　

年
４

３０

月
か
ら
、
市
立
の
全
小
学
校
で
特

別
支
援
教
室
に
よ
る
指
導
を
開
始

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
情
緒
障
害
通

級
指
導
学
級
で
行
っ
て
い
た
指
導

を
全
小
学
校
に
設
置
し
た
特
別
支

援
教
室
で
行
い
、
よ
り
多
く
の
児

童
に
対
す
る
き
め
の
細
か
い
指

導
・
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
別
支
援
教
室
に
関
す
る

説
明
会

　

こ
の
特
別
支
援
教
室
の
設
置
に

向
け
た
市
の
方
針
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
５
日
（
日
）
午
後

２
時
～
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル
Ｂ
会
議
室

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

３０

問
合
先　

指
導
室
指
導
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
７
）

３８７

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
市
間
博
氏

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
市
間
博
氏
・・

職
務
代
理
者
に
永
並
譲
氏
が
就

職
務
代
理
者
に
永
並
譲
氏
が
就
任任

永並譲氏
（東町１丁目）

職
務
代
理
者

市間博氏
（本町６丁目）

委
員
長

井塚忍男氏
（緑町３丁目）

委　

員

池田祥子氏
（前原町３丁目）

委　

員

社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
嘱

非
常
勤
嘱
託託

職
員
募

　
　
　

職
員
募
集集

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市報こがねいをより多くの方にお
届けするため、スマートフォン用ア
プリケーション（アプリ）「マチイ
ロ」を配信しています。
利用方法　右記のＱＲコードを読み
取るか、お手持ちのスマートフォン
等に応じてＡｐｐＳｔｏｒｅもしくはＧ
ｏｏｇｌｅＰｌａｙで「マチイロ」と検索
し、アプリをダウンロードしてくだ
さい。
その他　渇マチイロは、株式会社ホ

ープ（福岡市中央区）が運営してい
ます。閲覧中の広告についてその内
容に市は一切責任を負いません。渇
通信料は利用者の負担となります。
※　マチイロは、平成２８年９月１５日
に、「ｉ広報紙」から名称等が変更
となりました。

問合先　広報秘書課
広報係（☎０４２－３８７
－９８０３）

市報こがねい市報こがねいをを
スマートフォン用アプスマートフォン用アプリリ

で配信で配信中中
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住民基本台帳に基づく人口 …………11万9,359人
（外国人住民人口 2,379 人を含む）

住民基本台帳に基づく世帯数 ………5万8,829世帯
（外国人住民世帯数1,368世帯を含む）

女
男

（人） （人）
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5,000
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図１　年次別人口の推移

図３　年齢構成人口

図２　町別人口

図４　年齢構成の推移

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
と
世

２９

帯
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
口
統
計
資
料
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二

庁
舎
６
階
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
０
）

０４２

３８７

市の人口と世帯数市の人口と世帯市の人口と世帯数数市の人口と世帯市の人口と世帯数数

 　

人
口
は　

万
９
千　

人
（
男
性

１１

３５９

＝
５
万
９
千　

人
、
女
性
＝
６
万

７３

　

人
）
で
、
昨
年
の
同
期
に
比
べ

２８６て
千　

人
増
加
し
、
世
帯
数
も
５

３８１

万
８
千　

世
帯
で
、　

世
帯
増
加

８２９

８１８

し
て
い
ま
す
。
（
表
１
・
図
１
）

※　

平
成　

年
７
月
９
日
の
住
民

２４

基
本
台
帳
法
改
正
に
よ
り
、
外

国
人
住
民
も
含
ま
れ
ま
す
。

〈
町
別
の
人
口
・
世
帯
数
〉

　

町
別
の
人
口
は
、
本
町
が
２
万

　

人
と
最
も
多
く
、
全
人
口
の

１６１
　

・
９
％
を
占
め
、
次
い
で
緑

１６町
、東
町
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
別
世
帯
数
も
、
本
町

が
１
万　

世
帯
と
最
も
多
く
、
全

７８８

世
帯
の　

・
３
％
を
占
め
、
次
い

１８

で
東
町
、
緑
町
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
表
１
・
図
２
）

〈
年
齢
別
の
人
口
構
成
〉

　

年
齢
別
の
人
口
で
は
、　

歳
代

４０

住
民
基
本
台
帳

住
民
基
本
台
帳
のの

人
口
・
世
帯

人
口
・
世
帯
数数

が
１
万
８
千　

人
と
最
も
多
く
、

９６３

全
人
口
の　

・
９
％
を
占
め
、
次

１５

い
で　

歳
代
が
１
万
７
千　

人

３０

７５３

で
、
全
人
口
の　

・
９
％
を
占
め

１４

て
い
ま
す
。
（
表
２
・
図
３
）

　

年
齢
構
成
の
推
移
は
、
０
〜　
１４

歳
の
年
少
人
口
が　

・
１
％
（
昨

１２

年　

・
９
％
）、　

歳
以
上
の
老
齢

１１

６５

人
口
が　

・
８
％
（
昨
年　

・
７

２０

２０

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

 　

外
国
人
住
民
人
口
は
、
２
千　
３７９

人
（
男
性
＝
千　

人
、
女
性
＝
千

１７９

　

人
）
で
、
昨
年
同
期
と
比
べ
て

２００
　

人
増
加
し
、
世
帯
数
は
千　

世

２３６

３６８

帯
で
、　

世
帯
増
加
し
て
い
ま

１２１

す
。

　

国
籍
別
人
口
で
は
、
中
国
・
台

湾
が
千　

人
と
最
も
多
く
、
全
外

４０

国
人
住
民
人
口　

・
８
％
を
占

４３

め
、
次
い
で
韓
国
・
朝
鮮
が　

人
３０７

で　

・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１２ 外
国
人
住
民

外
国
人
住
民
のの

人
口
・
世
帯

人
口
・
世
帯
数数

（人）表２　年齢別人口
女男総　数年　齢女男総　数年　齢
４,１７２４,４３５８,６０７５０〜５４６０,２８６５９,０７３１１９,３５９総数
３,５４５３,７７５７,３２０５５〜５９２,４９８２,６７３５,１７１０〜４
３,０４９３,２３２６,２８１６０〜６４２,２７９２,３７８４,６５７５〜９
３,６９０３,５３２７,２２２６５〜６９２,２０２２,３６６４,５６８１０〜１４
２,８５４２,３６６５,２２０７０〜７４２,５５１２,７０６５,２５７１５〜１９
２,６０７１,９１６４,５２３７５〜７９３,６８９３,９２４７,６１３２０〜２４
２,３８７１,５２０３,９０７８０〜８４４,１２４４,１７６８,３００２５〜２９
１,６１５９０９２,５２４８５〜８９４,３５３４,４４１８,７９４３０〜３４
７４５３６８１,１１３９０〜９４４,２７５４,６８４８,９５９３５〜３９
２３４６７３０１９５〜９９４,５４０４,７１４９,２５４４０〜４４
５２７５９１００以上４,８２５４,８８４９,７０９４５〜４９

A AAAA AAAA AAAA AAA

 表１　町別世帯と人口（住民基本台帳） （　）内は前年同期
人　口（人）

世帯数地　域
（町名） 女男総　数

（５９,５３９）６０,２８６（５８,４３９）５９,０７３（１１７,９７８）１１９,３５９（５８,０１１）５８,８２９総　数

（７,７８２）７,９６４（７,８７１）７,８９７（１５,６５３）１５,８６１（８,２３５）８,４０５東　町
（４,７２０）４,９５１（４,９９６）５,１８４（９,７１６）１０,１３５（４,８１５）５,０１６梶野町
（６０１）５８６（６２３）６０１（１,２２４）１,１８７（５７５）５６４関野町
（７,８６７）８,００９（７,６８８）７,８６５（１５,５５５）１５,８７４（７,４２５）７,５９３緑　町
（６,１７８）６,１４１（６,１３０）６,１５２（１２,３０８）１２,２９３（５,９８２）６,０２６中　町
（７,２５１）７,３１３（７,３１６）７,３７９（１４,５６７）１４,６９２（６,９５４）７,０１８前原町
（１０,６２０）１０,５８３（９,５６３）９,５７８（２０,１８３）２０,１６１（１０,８０８）１０,７８８本　町
（２,２６３）２,３８０（１,９９２）２,１００（４,２５５）４,４８０（２,０６４）２,１７８桜　町
（５,６６６）５,７１０（５,７７２）５,７５１（１１,４３８）１１,４６１（５,３３４）５,３２７貫井北町
（６,５９１）６,６４９（６,４８８）６,５６６（１３,０７９）１３,２１５（５,８１９）５,９１４貫井南町

※　町名の読み方＝「まち」と読むのは貫井北町だけです。
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市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
市
政
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
望
み
、
ど
の
よ
う
な
ご
意
見
を
持
っ
て
い
る
か
を
お
尋
ね
す

る
た
め
、
平
成　

年　

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
市
長
へ
の
手

２８

１０

紙
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
（
左
表
）

　

市
政
に
望
む
重
点
項
目
を
３
点
選
ん
で
い
た
だ
く
設
問
に
対

し
て
は
、　

人
の
方
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
最
も

５８４

多
い
の
は
「
財
政
・
財
務
」
、
第
２
位
は
「
ご
み
と
ま
ち
の
美

化
」
、
第
３
位
は
「
計
画
的
行
政
」
で
し
た
。

　

ご
要
望
の
上
位
３
項
目
に
対
し
て
、
市
の
取
り
組
み
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
は
、
市
の
行
財
政
運
営
へ
の
貴
重
な
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
期
間　

平
成　

年　

月　

日
～　

日

２８

１０

１４

３１

調
査
対
象
等　

平
成　

年
８
月
１
日
現
在　

歳
以
上
で
、
住
民

２８

１８

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
千
人
の
方
を
対
象
に
、

郵
送
に
よ
る
配
票
、
回
収

回
答
者
数　
　

人
（
男
性　

人
、
女
性　

人
、
不
明　

人
）

５８４

２３７

３３０

１７

回
収
率　
　

・
２
％

２９

問
合
先　

広
報
秘
書
課
広
聴
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
１
８
）

０４２

３８７

「 」 がまとまりました市長への手紙市長への手市長への手紙紙
皆さんの声を市政皆さんの声を市政にに
市政への要望項目順位

内　容項　目構成比
（％）順位

財政健全化、財源確保、コスト削減など財政・財務１２.５１
ごみの減量、ごみ処理施設などごみとまちの美化１０.２２
新庁舎、施設整備、諸計画整備、広域連携など計画的行政９.７３
活躍の場、生活支援、介護予防、介護保険など高齢者福祉７.４４
子育ち・子育て支援、子育て環境など子ども家庭福祉６.９５
危機管理体制、防災、防犯など地域安全６.２６
教育内容・方法、学習環境、学校施設など学校教育４.６７
駅周辺のまちづくり、都市計画など市街地整備４.６７
市民サービス、公民連携、行政評価、市職員など行政経営４.３９
検診・健康診査、医療体制、国保など健康・医療４.１１０
商業振興、魅力ある商店街、観光など商業３.４１１
みどり・公園・水辺の保全、創出などみどりと水３.１１２
保護者負担軽減、幼稚園支援、地域ネットワークなど幼児教育２.９１３
道路、交通環境、交通機関、河川など道路・河川２.５１４
福祉施設、地域の福祉活動など地域福祉２.４１５
芸術文化活動、文化財、文化施設、文化交流など文化・芸術２.２１６
住宅供給、住環境、上下水道など住宅・住環境　１.７１７
地球温暖化対策、環境保全など環境保全１.５１８
市民協働、地域活動、地域情報などコミュニティネットワーク１.４１９
イベント・各種活動、体育施設などスポーツ・レクリエーション１.４１９
情報公開、個人情報保護、市民参加、広報・広聴など市民参加・市民協働１.２２１
就労支援の充実、雇用の拡大など雇用１.１２２
新産業育成、コミュニティビジネスなど創造的産業１.１２２
生涯学習施設、生涯学習活動など生涯学習１.１２２
心のバリアフリー、生活支援、医療連携など障がい者福祉１.０２５
農業振興、市民農園、地場産業など農業０.７２６
消費者啓発、労働環境など消費者生活・勤労者福祉０.６２７
工業振興、住環境との調和など工業０.２２８
意識啓発、ワークライフバランスなど人権・平和・男女共同参画０.１２９

死

〈
財
政
健
全
化
の
状
況
と 

市
の
抱
え
る
課
題
〉

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

性
に
つ
い
て
統
一
的
な
指
標
で
明

ら
か
に
し
、
財
政
の
健
全
化
や
再

生
が
必
要
な
場
合
に
迅
速
な
対
応

を
取
る
た
め
の
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
が
平
成　

年
４
月
に
全
面
施

２１

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
４
つ
の

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
た
う
え
で
、
市
議
会
に
報

告
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
平
成　

年
度
の
健
全
化
判

２７

断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
い
ず

れ
も
基
準
数
値
以
下
と
な
っ
て
お

り
、
健
全
な
範
囲
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
債
（
借
金
）
の
残
高
に
お
い

て
は
、
平
成　

年
度
末
は
約　

億

２３

３１５

円
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度

２７

末
に
は
約　

億
円
と
な
り
、
こ
の

２６１

う
ち
将
来
の
世
代
へ
の
負
担
の
先

送
り
と
も
い
え
る
特
例
債
（
赤
字

債
）
は
平
成　

年
度
末
の
約　

億

２３

１３５

円
か
ら
平
成　

年
度
末
に
は
約　

２７

１０３

億
円
と
な
る
な
ど
、
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
市
の
財
政
運

営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

も
、
市
で
は
第
４
次
基
本
構
想
・

後
期
基
本
計
画
の
将
来
像
「
み
ど

り
が
萌
え
る
・
子
ど
も
が
育
つ
・

き
ず
な
を
結
ぶ　

小
金
井
市
」
を

実
現
す
る
た
め
、
数
多
く
の
事
業

が
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
、

多
く
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収

入
は
横
ば
い
の
状
況
に
あ
り
、
税

収
の
増
加
を
見
込
む
こ
と
が
難
し

く
、
財
源
確
保
が
非
常
に
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
市
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
ご
み
処
理
施
設
関
連
事

業
の
推
進
、
保
育
所
の
待
機
児
童

解
消
、
新
庁
舎
等
公
共
施
設
の
計

画
的
整
備
、
武
蔵
小
金
井
駅
お
よ

び
東
小
金
井
駅
の
周
辺
整
備
、
東

日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
減
災

対
策
等
に
多
額
の
財
源
を
必
要
と

し
て
お
り
、
さ
ら
に
社
会
保
障
関

連
経
費
の
自
然
増
が
続
く
な
か
、

市
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
等
は

若
干
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
危
機
的
な
財
源
不
足
の

状
態
で
あ
り
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
な
が
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス

へ
対
応
し
て
お
り
、
長
期
的
な
視

点
で
の
財
政
負
担
も
考
慮
し
な
が

ら
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
行

政
課
題
の
優
先
度
を
明
確
に
し
、

さ
ら
な
る
財
源
の
確
保
と
歳
出
の

削
減
を
と
も
に
進
め
な
が
ら
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

〈
財
政
健
全
化
に
向
け
た 

市
の
取
り
組
み
〉

　

市
で
は
、
財
政
健
全
化
に
向
け

て
、
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱

（
計
画
期
間
＝
平
成　

年
度
～　

２２

２７

年
度
）
を
定
め
て
行
財
政
改
革
を

進
め
ま
し
た
。
結
果
、
平
成　

年
２７

度
決
算
で
は
、
経
常
収
支
比
率

　

・
８
％
、
人
件
費
比
率　

・
３

９０

１５

％
、
公
債
費
比
率
７
・
２
％
と
な

り
、
平
成　

年
度
決
算
に
比
べ

２２

て
、
経
常
収
支
比
率
は
５
・
９
ポ

イ
ン
ト
、
人
件
費
比
率
は
４
・
６

ポ
イ
ン
ト
、
公
債
費
比
率
は
０
・

５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、

歳
入
の
確
保
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納

付
や
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
て
納
付
環
境
を
整
え
つ
つ

市
税
収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
市

税
収
納
率
は
、
平
成　

年
度
決
算

２２

に
比
べ
て
３
・
０
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
て
平
成　

年
度
決
算
で　

・
１

２７

９８

％
と
な
り
、
市
税
は　

億
円
の
増

１３

収
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
が

保
有
す
る
低
未
利
用
地
の
売
却
な

ど
資
産
の
有
効
活
用
、
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
導
入
等
、
新
た
な
財
源
確
保
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
歳

出
の
削
減
で
は
、
給
与
構
造
改
革

等
に
よ
る
職
員
給
与
・
手
当
の
見

直
し
、
学
童
保
育
所
・
公
民
館
・

図
書
館
業
務
の
一
部
委
託
、
職
員

配
置
の
見
直
し
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
第
３
次
行
財
政
改
革
大

綱
に
位
置
付
け
ら
れ
な
が
ら
、
保

育
料
・
保
育
業
務
の
見
直
し
等
は

遅
れ
て
お
り
ま
し
た
。
平
成　

年
２８

度
は
そ
れ
ら
を
進
め
る
と
と
も

に
、
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
の
ゼ

ロ
予
算
化
、
ご
み
収
集
業
務
・
学

校
施
設
管
理
業
務
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
業
務
の
見
直
し
、
公
民
館

に
お
け
る
実
費
徴
収
を
は
じ
め
と

し
た
受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
広

告
付
き
番
号
案
内
表
示
機
の
導
入

等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成　

年
度
中
に
、

２８

新
た
に
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２

０
２
０
」
を
策
定
す
る
た
め
に
、

現
在
、
行
財
政
改
革
市
民
会
議
お

よ
び
市
で
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

〈
今
後
の
市
の
取
り
組
み
〉

　

日
本
全
体
で
の
総
人
口
や
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
は
、
本
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
財
源
の

確
保
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
市
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
ご
み
処
理
施
設
関

連
事
業
の
推
進
、
保
育
所
の
待
機

児
童
解
消
、
新
庁
舎
等
公
共
施
設

の
計
画
的
整
備
と
有
効
活
用
、
武

蔵
小
金
井
駅
お
よ
び
東
小
金
井
駅

の
周
辺
整
備
、
東
日
本
大
震
災
を

財
政
・
財

財
政
・
財
務務

１
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に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
各
施
設
周

辺
に
お
住
ま
い
の
皆
様
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
へ
の
ご
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
ご
み

減
量
・
資
源
化
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

〈
ご
み
減
量
・
資
源
化
施
策
〉

ご
み
減
量
の
基
本
は
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
か
ら

　

ご
み
の
減
量
で
、
最
も
大
切
な

こ
と
は
ご
み
に
な
る
も
の
を
元
か

ら
減
ら
す
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）
で
す
。
「
生
ご
み
は
水
切
り

袋
等
を
使
用
し
て
水
を
切
る
」「
マ

イ
バ
ッ
グ
や
水
筒
、
マ
イ
は
し
を

持
ち
歩
く
」「
買
い
す
ぎ
な
い
」「
食

べ
残
さ
な
い
」
「
無
駄
な
包
装
は

し
な
い
」
「
使
い
捨
て
の
も
の
は

使
わ
な
い
」
「
必
要
の
な
い
も
の

は
も
ら
わ
な
い
」
等
日
々
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
発
生
抑
制
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
を
優
先
し
て
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
ご
み
減
量
の

基
本
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
発
生
抑
制
に
取
り
組
ん

だ
後
に
大
切
な
こ
と
は
、
使
え
る

も
の
は
何
度
で
も
再
使
用
す
る

（
リ
ユ
ー
ス
）
、
分
別
を
徹
底
し

資
源
に
な
る
も
の
を
捨
て
ず
に
再

生
利
用
す
る
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
々
ご
み
の

減
量
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
ご
み

の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

啓
発
施
策
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

ご
み
の
減
量
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
の
啓
発
施
策
と
し
て
、

市
内
の
駅
頭
や
市
民
ま
つ
り
会
場

等
で
、
水
切
り
袋
等
の
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
す
る
ご
み
減
量
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
啓
発
施
策
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
く
周
知
し
、
継

続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
ち
ら

し
の
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
く
た
め

の
啓
発
施
策
と
し
て
、
ご
み
減
量

啓
発
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
Ｖ
Ｄ
お

よ
び
冊
子
を
活
用
し
、
市
内
小
・

中
学
校
、
子
ど
も
会
、
自
治
会
、

各
イ
ベ
ン
ト
等
で
出
張
講
座
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
出
張
講
座
の
募

集
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
随
時

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
配
信
（
リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
）

 　

平
成　

年
６
月
か
ら
市
民
の
皆

２７

さ
ん
が
ご
み
の
収
集
日
や
分
別
方

法
等
を
確
認
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
向
け
ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
ご
み
の
収
集

日
や
ご
み
の
分
別
、
ご
み
の
出
し

方
等
、
ご
み
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
提
供
す
る
、
と
て
も
便

利
な
ア
プ
リ
な
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▽　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

 　

端
末
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り

リ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
用
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 ホーム画面iOS版 Android版

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ｉ
ｏ
ｓ
版
（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
）
と
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ

ｉ
ｄ
版
（
携
帯
電
話
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

※　

通
信
料
は
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
貸
し
出
し
（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
）

　

燃
や
す
ご
み
や
不
燃
系
ご
み
の

発
生
抑
制
を
図
る
た
め
、
リ
ユ
ー

ス
食
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
自
治
会
等
に
よ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
祭
り
の
際
に
使
用
す
る

使
い
捨
て
容
器
や
割
り
ば
し
等
ご

み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
購
入
費

補
助
金
制
度
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

サ
イ
ク
ル
）

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
自
家
処
理
す
る
た
め
の
生
ご
み

減
量
化
処
理
機
器
を
購
入
す
る
市

内
在
住
者
に
対
し
、
購
入
費
用
の

　

％
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し

８０て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
乾
燥
型
電
動
生
ご
み
処

理
機
を
使
用
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
生
ご
み
乾
燥
物
の
戸
別
・
拠

点
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
生
ご
み
堆
肥
化
施
策
（
リ
デ
ュ
ー

ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
、
市

立
保
育
園
お
よ
び
一
部
の
集
合
住

宅
の　

か
所
に
乾
燥
型
電
動
生
ご

２２

み
処
理
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

投
入
さ
れ
た
生
ご
み
は
、
乾
燥
型

電
動
生
ご
み
処
理
機
で
乾
燥
処
理

し
た
後
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥 生ごみ減量化処理機器

を
製
造
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布

は
、
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
２

時
（
祝
日
を
除
く
）
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
所
横
（
中
町
３
儿　

儿
１９

　

）
に
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

１６希
望
す
る
方
は
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
教

室
、
循
環
型
社
会
体
験
（
エ
コ
ベ

ジ
タ
ブ
ル
）
教
室
等
の
各
種
講
習

会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 
く
つ
・
か
ば
ん
類
の
拠
点
回
収

（
リ
ユ
ー
ス
）

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
く
つ
・

か
ば
ん
類
の
拠
点
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
回
収
し
た
も
の
は
国

内
外
で
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
火
曜
日

午
後
２
時
～
３
時　

分
に
、
リ
サ

３０

イ
ク
ル
事
業
所
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

清
掃
関
連
施
設
再
配
置
事
業
（
リ

サ
イ
ク
ル
）

　

不
燃
・
粗
大
ご
み
、
資
源
物
の

処
理
に
つ
い
て
、
施
設
の
老
朽
化

等
を
考
慮
し
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
資
す
る
施
設
の
再
配
置
を
進

め
、
適
正
処
理
の
維
持
を
図
り
ま

す
。

　

平
成　

年
度
中
に
、
中
間
処
理

２９

場
（
貫
井
北
町
）
お
よ
び
二
枚
橋

焼
却
場
跡
地
（
東
町
）
に
お
け
る

不
燃
ご
み
等
の
適
正
な
処
理
品

目
、
施
設
規
模
等
の
施
設
整
備
の

方
針
と
な
る
清
掃
関
連
施
設
整
備

基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
両
候
補
地
周
辺
の
関
係
団

体
と
の
協
議
や
清
掃
関
連
施
設
整 生ごみ処理機への投入のようす

備
基
本
計
画
検
討
会
議
で
の
検
討

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

難
再
生
古
紙
の
拠
点
回
収
（
リ
サ

イ
ク
ル
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
な
た
め
、

燃
や
す
ご
み
と
し
て
収
集
し
、
焼

却
処
理
を
し
て
い
た
紙
コ
ッ
プ
や

紙
皿
等
防
水
加
工
さ
れ
た
紙
や
、

感
熱
紙
等
の
「
難
再
生
古
紙
」
の

拠
点
回
収
を
市
内　

か
所
で
実
施

１１

し
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
「
難
再

生
古
紙
」
は
資
源
化
さ
れ
、
燃
や

す
ご
み
の
減
量
や
資
源
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ざ
つ
が
み
の
分
別
施
策
（
リ
サ
イ

ク
ル
）

　

新
聞
や
雑
誌
の
ほ
か
に
、
燃
や

す
ご
み
の
中
に
は
、
メ
モ
用
紙
や

は
が
き
等
、
資
源
に
な
る
ざ
つ
が

み
が
多
く
混
入
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
、
「
ざ
つ
が
み
は

混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資

源
」
に
な
る
こ
と
を
広
く
周
知
す

る
た
め
、
市
で
は
、
ざ
つ
が
み
リ

サ
イ
ク
ル
袋
を
作
成
し
て
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ざ
つ
が

み
の
分
別
方
法
や
ざ
つ
が
み
リ
サ

イ
ク
ル
袋
の
作
り
方
に
つ
い
て
、

ち
ら
し
の
全
戸
配
布
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご

家
庭
で
の
ざ
つ
が
み
分
別
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

 
枝
木
・
雑
草
類
・
落
ち
葉
の
分
別

施
策
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

燃
や
す
ご
み
の
減
量
お
よ
び
資

源
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
家

庭
で 
剪 
定
し
た
枝
木
・
雑
草
類
・

せ
ん

落
ち
葉
を
無
料
で
回
収
し
、
資
源

化
し
て
い
ま
す
。

ざつがみリサイクル袋

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
生

利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、
不
燃
系
の
ご
み
の
減
量
や

レ
ア
メ
タ
ル
の
回
収
等
適
正
な
処

理
お
よ
び
資
源
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
収
集
さ
れ
た
不
燃
系
ご

み
に
含
ま
れ
る
使
用
済
小
型
電
子

機
器
等
を
中
間
処
理
場
で
選
別
・

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止

　

古
紙
な
ど
の
資
源
物
を
、
排
出

し
た
人
の
意
図
し
な
い
者
が
持
ち

去
る
行
為
を
、
条
例
で
禁
止
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
通
報
情
報
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
持
ち
去
り
行
為
が
発

生
し
に
く
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
参
り
ま
す
。

〈
燃
や
す
ご
み
の
減
量
〉

　

平
成　

年
度
の
燃
や
す
ご
み
の

２７

処
理
量
は
１
万
２
千　

㌧
と
な

７００

り
、
こ
れ
を
平
成　

年
度
の
１
万

２６

２
千　

㌧
と
比
較
す
る
と
、　

５７７

１２３

㌧
、
約
１
・
０
％
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
市
は
、
燃
や
す
ご
み
の
処
理

を
多
摩
地
域
の
各
団
体
に
お
願
い

し
て
お
り
、
施
設
周
辺
に
お
住
ま

い
の
皆
様
お
よ
び
関
係
者
の
皆
様

へ
の
ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

さ
ら
に
燃
や
す
ご
み
の
減
量
に
努

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
よ

り
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
深
く

感
謝
し
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
も

ご
み
の
減
量
に
向
け
た
施
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８
面
へ
続
く

〈
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
・
運
営
事
業
〉

　

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

お
よ
び
運
営
等
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
浅
川
清
流
環
境
組
合
（
構
成

市
＝
日
野
市
、
国
分
寺
市
、
小
金

井
市
）
で
は
、
平
成　

年
度
の
新

３２

施
設
本
格
稼
動
を
め
ざ
し
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
構
成

市
と
し
て
与
え
ら
れ
た
責
任
を
誠

実
に
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
施
設

建
設
予
定
地
で
あ
る
日
野
市
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
周
辺
に
お
住

ま
い
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た
日

野
市
民
の
皆
様
お
よ
び
関
係
者
の

皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
引
き
続
き
、
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
の
推
進
へ
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
可
燃
ご
み
の
処
理
状
況
〉

　

本
市
の
可
燃
ご
み
は
、
平
成　
１９

年
度
か
ら
多
摩
地
域
ご
み
処
理
広

域
支
援
体
制
実
施
要
綱
等
に
基
づ

き
、
多
摩
地
域
の
各
団
体
に
全
量

の
処
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
可
燃
ご
み
の
処

２８

理
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
衛
生
組

合
（
構
成
市
＝
稲
城
市
、
狛
江

市
、
府
中
市
、
国
立
市
）
、国
分
寺

市
、
昭
島
市
、
西
多
摩
衛
生
組
合

（
構
成
市
＝
青
梅
市
、
福
生
市
、
羽

村
市
、
瑞
穂
町
）
に
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
市
内
で
発
生
す
る
可
燃

ご
み
の
全
量
を
滞
り
な
く
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

各
団
体
の
施
設
周
辺
に
お
住
ま
い

の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
却
処
理
に
よ
り
発
生

す
る
焼
却
灰
は
、
本
市
も
加
入
し

て
い
る
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環

組
合
が
管
理
・
運
営
す
る
東
京
た

ま
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
に
搬
入

さ
れ
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
で
あ
る
日
の
出
町
の
皆
様

の
、日
ご
ろ
か
ら
の
ご
理
解
・
ご
協

力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

安
定
的
な
可
燃
ご
み
処
理
体
制

の
確
立
に
向
け
て
事
業
は
進 
捗 
し

ち
ょ
く

て
い
ま
す
が
、
新
可
燃
ご
み
処
理

施
設
が
稼
働
す
る
ま
で
の
間
は
、

そ
の
処
理
を
多
摩
地
域
の
各
団
体

教
訓
と
し
た
減
災
対
策
、
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
等
、
多
額
の
財

源
を
要
す
る
課
題
が
山
積
し
、
危

機
的
な
財
源
不
足
に
陥
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
い
ず
れ
も
将
来
へ
の

先
送
り
が
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
危
機
的
な
財
源
不
足

を
克
服
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
市
役
所
を
「
市
民
の

役
に
立
つ
所
」
「
市
内
最
大
の
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
か
ら
住
み
続
け
た
い
、

住
ん
で
み
た
い
と
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
を
め
ざ
す
「
未
来
を
ひ
ら
く

小
金
井
市
改
革
」
に
、
今
こ
そ
、

責
任
を
持
っ
て
、
市
を
挙
げ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
財
政
健

全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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２
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水
道
等
も
老
朽
化
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
大
規
模
修
繕
や
建
て
替
え

等
の
検
討
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要

な
課
題
と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
平
成　

年
２３

度
に
「
施
設
白
書
」
を
作
成
し
、

平
成　

年
度
に
は
「
公
共
施
設
マ

２５

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
に
向
け
て
」

の
中
で
市
の
方
向
性
を
示
す
な

ど
、
一
定
の
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
平
成　

年
度
か

２７

ら
は
国
か
ら
の
策
定
要
請
を
踏
ま

え
、
平
成　

年
度
ま
で
の
２
か
年

２８

で
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
、
一
定
の
成
果

２８

と
し
て
、
市
の
保
有
お
よ
び
運
営

す
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
建
物

状
況
、
利
用
状
況
、
コ
ス
ト
状
況

等
を
取
り
ま
と
め
た
施
設
カ
ル
テ

を
作
成
、
公
表
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
平
成　

年
４
月
に
市
民
ア
ン

２８

ケ
ー
ト
、
６
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の
市
民
意
見
交
換
会
、　
１０

月
に
第　

回
小
金
井
な
か
よ
し
市

４４

民
ま
つ
り
会
場
に
て
ポ
ス
タ
ー
展

示
を
開
催
し
た
ほ
か
、　

月
に
パ

１１

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
市
民
説
明

会
を
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
本
年
３
月
ま
で
の
本

計
画
策
定
完
了
に
向
け
最
終
調
整

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本

計
画
は
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ

て
、
公
共
施
設
の
更
新
・
統
廃

合
・
長
寿
命
化
な
ど
に
つ
い
て
の

市
の
考
え
を
お
示
し
す
る
も
の
で

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
市
と
し

ま
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 !
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問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政

策
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０

０４２

３８７

０
）

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

　市内中学生から応募のあった、薬物乱用防止ポスター２０２点・
標語１,５５３点のうち小金井地区協議会にて選出した入賞者１８人の
生徒を平成２８年１１月３０日に表彰し、記念品を贈呈しました。

薬物乱用防止ポスター薬物乱用防止ポスター・・
標語入賞者の表彰式を実標語入賞者の表彰式を実施施

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は 

お
済
み
で
す
か
？

　

１
歳
の
お
子
さ
ん
や
年
長
の

お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
様
、

 
麻  
疹 
（
は
し
か
）・
風
疹
ワ
ク

ま 

し
ん

チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
は
接

種
さ
れ
ま
し
た
か
？
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
対
象
者
は
、

第
一
期
１
歳
児
、
第
二
期
５
歳

～
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前

の
一
年
間
の
お
子
さ
ん
で
す
。

　

麻
疹
は
か
か
っ
て
し
ま
う
と

効
く
薬
が
な
い
う
え
に
、
重
症

化
す
る
と
肺
炎
や
脳
炎
を
発
症

す
る
事
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。
ま
た
、
感
染
力
が
大
変

強
い
感
染
症
で
す
。
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
＝
予
防
接
種
を
す
る

事
が
大
切
で
す
。
麻
疹
、
風
疹

は
予
防
接
種
を
受
け
る
事
で
、

　

％
以
上
の
人
が
ウ
ィ
ル
ス
に

９５対
す
る
免
疫
を
獲
得
す
る
事
が

で
き
る
病
気
で
す
。

　

な
ぜ
、
１
歳
と
年
長
の
二
回

接
種
を
す
る
か
と
言
う
と
、
①

一
回
目
の
接
種
で
免
疫
が
つ
か

な
い
お
子
さ
ん
た
ち
（
数
％
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
）
に
免
疫
を
与
え
る
。
②
一

回
目
の
接
種
で
免
疫
が
つ
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の

時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
免

疫
が
下
が
っ
た
子
ど
も
た
ち

に
、
二
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
を
受

け
る
事
で
免
疫
を
増
強
さ
せ

る
。
③
一
回
目
に
接
種
し
そ
び

れ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
も
う
一

度
接
種
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
。
な
ど
の
理
由
か
ら
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
二
回
接
種
す
る

事
で
、
麻
疹
は
か
な
り
減
少
し

ま
し
た
。
二
回
接
種
に
よ
り
日

本
特
有
の
麻
疹
は
な
く
な
り
、

輸
入
さ
れ
る
麻
疹
の
み
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
は

２
０
１
５
年
３
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か

ら
麻
疹
の
排
除
状
態
で
あ
る
と

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

麻
疹
の
患
者
数
を
低
い
レ
ベ
ル

に
保
つ
た
め
に
も
予
防
接
種
は

必
要
で
す
。
ま
だ
、
予
防
接
種

を
し
て
い
な
い
方
は
か
か
り
つ

け
医
と
よ
く
相
談
し
、
接
種
す

る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

小
金
井
市
医
師
会

小
林　

美
和
子

〈
新
庁
舎
〉

　

本
市
の
庁
舎
問
題
は
、
人
口
増

加
と
と
も
に
増
加
お
よ
び
多
様
化

す
る
市
民
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
需
要

に
対
応
す
る
た
め
行
政
機
能
な
ど

が
拡
大
す
る
中
で
、
庁
舎
施
設
が

狭
あ
い
化
・
分
散
拡
大
し
た
こ
と

に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
施
設
の
分
散
化
を
解
消
す

る
た
め
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
新
庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
蛇
の

目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
の
購
入
」
、

「
新
庁
舎
建
設
ま
で
の
暫
定
措
置

と
し
て
第
二
庁
舎
の
賃
貸
借
」
、

「
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
に
係
る
市
の
方
針

に
よ
る
駅
周
辺
整
備
と
新
庁
舎
建

設
の
一
体
的
整
備
」
と
、
市
の
新

庁
舎
建
設
の
方
針
は
紆
余
曲
折
を

経
て
、
平
成　

年
３
月
、
新
庁
舎

２３

建
設
基
本
構
想
の
策
定
に
よ
り
新

庁
舎
建
設
を
取
り
巻
く
課
題
の
解

決
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成　

年
３
月
に
策

２５

定
し
た
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
で

は
、
新
庁
舎
に
導
入
す
る
機
能
や

整
備
方
針
、
敷
地
条
件
等
を
定
め

て
お
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
、
基
本

計
画
の
策
定
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
市
民
検
討
委
員
会
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
１
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
を
建
設

場
所
と
し
て
、自
治
の
要
と
な
る

「
市
民
の
た
め
の
庁
舎
」
、
人
や

地
域
に
「
安
全
で
や
さ
し
い
庁

舎
」、素
顔
が
見
え
る
「
コ
ン
パ
ク

ト
な
庁
舎
」
と
い
っ
た
基
本
理
念

の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
庁
舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
耐

震
性
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
面

か
ら
も
抜
本
的
な
対
策
が
求
め
ら

れ
る
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
新
庁

舎
建
設
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て

賃
貸
借
し
た
第
二
庁
舎
に
つ
い
て

も
早
期
解
消
が
課
題
で
あ
る
こ
と

は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
庁
舎
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
長
い
経
過
を
踏
ま

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
お
よ
び
市
議

会
と
と
も
に
、
慎
重
か
つ
丁
寧
、

そ
し
て
着
実
に
そ
の
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

〈
施
設
整
備
〉

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
公
共
施

設
等
の
老
朽
化
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
中
で
、
今
後
、
人
口

減
少
等
に
よ
り
公
共
施
設
等
の
利

用
需
要
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
早

急
に
公
共
施
設
等
の
全
体
の
状
況

を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
を
持

っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準

化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
等

の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

急
激
な
人
口
増
加
を
背
景
と
し

て
、
小
・
中
学
校
や
公
共
下
水
道

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
公
共
施

設
等
を
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に

整
備
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
約
６
割
以
上
の
建
築
系
公
共

施
設
が
建
築
後　

年
以
上
を
経
過

３０

し
て
い
る
ほ
か
、
道
路
や
公
共
下

計
画
的
行

計
画
的
行
政政

３

　

気
管
支
ぜ
ん
息
（　

歳
未
満
の

１８

方
は
、
慢
性
気
管
支
炎
、
ぜ
ん
息

性
気
管
支
炎
、
肺
気
し
ゅ
も
対

象
）
疾
患
に
つ
い
て
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
を
対
象
に
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
分
の
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
の
認
定
期
間
は
、
申
請
日

か
ら
２
年
経
過
し
た
直
近
の
誕
生

月
末
日
ま
で
で
、
２
年
ご
と
に
更

新
申
請
が
必
要
で
す
の
で
忘
れ
ず

に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に　

歳
以
上
の
方
は
、
更

１８

新
手
続
き
を
忘
れ
、資
格
を
喪
失

す
る
と
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

 　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
昨
年
の
４

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
未
接
種
で
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
３
月　

日
ま
で
に
お
済

３１

ま
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

指
定
医
療
機
関
（
要
事

前
予
約
）

対　

象　

市
内
在
住
で
、
過
去
に

接
種
歴
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

▽　
　

～　

歳
で
、
心
臓
・
じ
ん

６０

６４

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
は
お
済
み
で
す
か

よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
の
あ

る
方
（
障
害
者
手
帳
１
級
）

▽　

平
成　

年
度
中
に　

歳
・　

２８

６５

７０

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

７５

８０

８５

９０

歳
・　

歳
・　

歳
に
な
る
方

９５

１００

自
己
負
担
額　

５
千
円

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
自

己
負
担
額
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
医
療

機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
課

 
と　

き　

３
月
１
日
（
水
）
午
後

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
２

階
Ｂ
会
議
室

歯
科
健
康
講
演
会

入
れ
歯
の
基
礎
知
識

ー
入
れ
歯
を
長
持
ち
さ
せ

　

る
た
め
に

講　

師　

平
田
晋
一
さ
ん
（
小
金

井
歯
科
医
師
会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  
と　

き　

３
月
２
日
～　

日
の
毎

２３

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

む
し
歯
予
防
教
室

対　

象　

平
成　

年
８
月
生
ま
れ

２６

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年
２
月
生

２８

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

３
月
９
日
（
木
）
午
後

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

離
乳
食
教
室

３
回
食
へ
の
進
め
方

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

大
気
汚
染
医
療
費

助
成
制
度

医
療
券
の
更
新
を

忘
れ
ず
に
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U
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U
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〈
学
習
教
室
・
子
ど
も
英
語

教
室
〉

　

学
習
教
室
で
は
基
礎
学
力
の
向

上
を
め
ざ
し
、
ま
た
、
子
ど
も
英

語
教
室
で
は
ゲ
ー
ム
や
歌
を
通
し

て
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
び
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り定　

員　

各
ク
ラ
ス
若
干
名
（
申

込
順
）

そ
の
他　

▽
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト

代
等
の
費
用
（
学
習
教
室
＝
３
千

円
、
子
ど
も
英
語
教
室
＝
３
千　
５００

円
）
が
別
途
必
要
で
す
。
▽
学
習

教
室
は
、
申
込
人
数
に
よ
り
複
合

ク
ラ
ス
ま
た
は
開
設
を
見
合
わ
せ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

２
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
パ
ソ
コ
ン
教
室
〉

と
き
・
費
用
等　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
中
町
会
議
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
内
）

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

班定　

員　

各
５
人
（
申
込
順
）

そ
の
他　

希
望
者
が
定
員
を
超
え

た
コ
ー
ス
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち

込
み
で
参
加
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

２
月
１
日
～
開
催
日

の
４
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
）
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
☎　

儿　

儿
６
１
４
１ 
　

０４２

３８３

０４２

儿　

儿
６
２
４
１
）

３８５

FAX

費　用講習時間日　程講習名

６,２４０円
（教材費込）

９：００〜
１２：００

２／１７（金）、２４（金）Excelを学ぼう

３／１０（金）、１７（金）Wordを学ぼう

１時間１,０３０円
（教材費は別途実費）相談して決定します。

個人教室

訪問レッスン

月４,２００円１３：００〜
１６：００

月２回
（火曜・木曜・土曜
日のいずれか）

CoCoサロン

無料１３：００〜
１５：００

毎週月曜日
（祝日を除く）相　談　室

※　パソコンはWindows7、Office2010を使用しますが、詳細はご相談くだ
さい。

費用
（月額）ところ授業時間対　象教　室

３,０９０円本町作業所
（※１）

月４回金曜日
１７：００〜１８：３０小学校３年生

学習教室
国語・算数

６,４００円

本町作業所
（※１）

月８回水曜・金曜日
１７：００〜１８：３０

小学校４〜６
年生 婦人会館月８回水曜・金曜日

１６：１５〜１７：４５
シルバー人材
センター

月８回火曜・木曜日
１６：００〜１７：３０

８,４００円本町作業所
（※１）

月４回水曜・金曜日
１９：００〜２１：００

中学校１・２
年生学習教室

英語・数学
８,４００円婦人会館月４回水曜・金曜日

１８：４５〜２０：４５中学校３年生

３,０９０円本町作業所
（※１）

月３回程度月曜日
１５：３０〜１６：３０

４歳以上の未
就学児〜小学
校２年生

子ども
英語教室
（※２） 月３回程度月曜日

１６：３０〜１７：３０
小学校３・４
年生

※１　本町作業所（市役所本町暫定庁舎内）
※２　子ども英語教室は木曜日のクラスもありますので、お問い合わせくださ
い。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 
と　

き　

３
月　

日
（
月
）
午
後

１３

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら
（
終
了
は
３
時
ご

３０
ろ
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 　

妊
娠
期
・
授
乳
期
の
栄
養
に
つ

い
て
、
実
習
も
交
え
な
が
ら
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

パ
パ
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来

は
お
子
さ
ん
の
健
康
維
持
に
役
立

ち
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
土
）
午
前

１１

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね
妊
娠　

週
ま

３０

で
の
妊
婦
の
方
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の

参
加
も
可

※　

初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

妊
婦
歯
科
健
診

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後　

時
１１

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

　

現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
手
当

を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

対
象
の
方
に
は
、
現
況
届
の
用

紙
を
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し

た
。
届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
２
日
（
木
）
～

　

日
（
火
）

２８問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

 　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
、

認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
精

神
医
療
に
係
る
通
院
、
デ
イ
ケ

ア
、
訪
問
看
護
、
て
ん
か
ん
の
診

療
や
薬
代
な
ど
の
医
療
費
の
自
己

負
担
を
、
３
割
か
ら
原
則
１
割
に

軽
減
し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
方
に
は
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。
障
が
い
の
程
度

や
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類　

申
請
書
（
自
立
生
活

支
援
課
で
配
布
）
、
診
断
書
（
都

の
指
定
す
る
診
断
書
で
、
発
行
か

ら
３
か
月
以
内
の
も
の
）
、
健
康

保
険
証
、
住
民
税
（
非
）
課
税
証

明
書
、
印
鑑
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転

免
許
証
等

有
効
期
限　

１
年
間
（
更
新
は
３

自
立
支
援
医
療
費
制
度

（
精
神
通
院
）
を

ご
存
じ
で
す
か

か
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
）

申
請
・
問
合
先　

自
立
生
活
支
援

課
相
談
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
４
１
）

０４２

３８７

 　
「
交
通
災
害
等
遺
児
援
護
一
円

貨
募
金
運
動
」
を
毎
年
２
月
に
実

施
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
町

５
儿　

儿　

）
で
受
け
付
け
て
い

３６

１７

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
基

に
、
交
通
事
故
・
自
然
災
害
・
火

災
・
労
働
災
害
な
ど
で
一
家
の
働

き
手
を
失
っ
た
市
内
の　

歳
以
下

１８

の
遺
児
へ
援
護
金
（
小
学
生
以
下

１
万
２
千
円
、
中
学
生
１
万
２
千

　

円
、
高
校
生
１
万
３
千
円
、
い

５００ず
れ
も
月
額
）
や
奨
学
金
（
高
校

生
１
万
円
、
大
学
生
１
万
５
千

円
、
い
ず
れ
も
月
額
）
を
差
し
上

げ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
該
当
す
る
遺
児
の
保
護

者
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

  　

認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
「
脳
の
病
気
」
で
す
。
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
応
援
し
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ

く
る
応
援
団
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
等　

右
下
表
の
と

交
通
災
害
等
遺
児
援
護

一
円
貨
募
金
に
ご
協
力
を

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

お
り

 
対　

象　

初
め
て
本
講
座
を
受
講

す
る
方
（
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場

合
の
み
再
受
講
可
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

そ
の
他　

初
め
て
の
参
加
者
に
は

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差

し
上
げ
ま
す
。

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。　

 
【
①
特
別
障
害
者
手
当
等
】

　

第
４
期
分
＝
平
成　

年　

月
～

２８

１１

　

年
１
月
分

２９問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

【
②
児
童
手
当
・

　

児
童
育
成
手
当
】

　

２
月
期
分
＝
平
成　

年　

月
～

２８

１０

　

年
１
月
分

２９ 問合・申込先定　員ところと　き
小金井みなみ地域包括支援セン
ター（☎０４２－３８８－８４００）

８人程度
（申込順）

小金井みなみ地域包括支援セ
ンター

２／１５（水）

小金井きた地域包括支援センタ
ー（☎０４２－３８８－２４４０）

１０人程度
（申込順）

桜町高齢者在宅サービスセン
ター（桜町１－９－５）

　／１７（金）

小金井ひがし地域包括支援セン
ター（☎０４２－３８６－６５１４）

１５人程度
（申込順）

特別養護老人ホーム　つきみ
の園（中町２－１５－２５）

　／２５（土）

小金井にし地域包括支援センタ
ー（☎０４２－３８６－７３７３）

１５人程度
（申込順）

公民館貫井北分館学習室Ｄ　／２８（火）

※　時間はいずれも午後２時〜３時３０分

各
種
手
当
の
支
給

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

振
込
日　

２
月　

日
（
金
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
、
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、
７

日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な
い

場
合　

▽
口
座
や
住
所
、
ま
た
は

氏
名
を
変
更
し
た
場
合　

▽
施
設

に
入
所
し
た
場
合　

▽
病
院
等
に

３
か
月
以
上
入
院
し
た
場
合（
①
）

 　

相
続
等
で
不
明
な
点
な
ど
を
、

専
門
家
で
あ
る
行
政
書
士
が
、
分

か
り
や
す
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
月
）
午
前

２０

　

時
～
午
後
４
時
（
９
時　

分
開

１０

３０

場
）

と
こ
ろ　

社
会
福
祉
協
議
会
２
階

会
議
室
（
本
町
５
儿　

儿　

）

３６

１７

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２４

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見

制
度
相
談
会

で
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
０
１
２
１
）
へ
。

３８６
 　

　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護

６５
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
健

康
づ
く
り
や
も
の
忘
れ
予
防
に
役

立
つ
情
報
の
ご
案
内
や
相
談
を
行

い
ま
す
。
（
１
人　

分
程
度
）

３０

と
き
・
と
こ
ろ
等　

下
表
の
と
お

り申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
。 介

護
予
防
相
談
会

 
ところ・申込先と　き対象地域

小金井にし地域包括
支援センター
（☎０４２－３８６－７３７３）

２／１６（木）
１０：００〜
１２：００

本町４・５
丁目、桜町
２丁目、貫
井北町

小金井ひがし地域包
括支援センター
（☎０４２－３８６－６５１４）

　／１６（木）
１３：３０〜
１５：００

東町、中町、
本町１丁目

重
度
心
身
障
害

重
度
心
身
障
害
者者

手
当
の
現
況
届

手
当
の
現
況
届
をを

忘
れ
ず

忘
れ
ず
にに
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■東京農工大学科学博物館友の会サーク
ル作品展　２月４日（土）〜１１日（祝）（６
日は除く）／同博物館／生涯学習の一環
として、絹、藍染、織物、型絵染、手紡ぎ、
組ひも、レース、わら工芸、ひも結び、つ
るかごのサークル会員が伝統的技法を用
いて制作した作品を展示／無料／同博物
館（☎０４２－３８８－７１６３）
■江戸東京たてもの園特別展「川崎平右
衛門　武蔵野新田開発の立役者」　 ２月
７日（火）〜５月７日（日）／同園（都
立小金井公園内）／江戸時代中期に開か
れた武蔵野新田の特徴とともに、新田経
営の安定に尽力し、村名主から幕府代官

となった川崎平右衛門の事績を紹介／詳
細はホームページ（http://tatemonoen 
.jpで／同園（☎０４２－３８８－３３００）
■浅川清流環境組合議会を開催　２月８
日（水）午後２時から／東京自治会館（府
中市新町２－７７－１）／浅川清流環境組
合（構成市＝日野市、国分寺市、小金井
市）の組合議会を開催／同組合（☎０４２－
５８９－０５５５）
■下水道モニター募集　アンケートの回
答、施設見学会への参加等（謝礼あり）
／任期＝４月１日から１年間／都内在住
の平成２９年４月１日現在２０歳以上でホー
ムページ等の閲覧が可能な方／１,０００人
程度（多数選考）／応募方法等詳しく
は、東京都下水道局ホームページ（http: 
//www.gesui.metro.tokyo.jp/）で／同
局広報サービス課（☎０３－５３２０－６６９３）

 

●小金井雑学大学　①さくら体操と２０２５
年問題＝２月５日（日）、竹本靖雄さん
（さくら体操指導者）②引きこもり、不
登校相談員を１０年勤めて伝えたいこと＝
２月１９日（日）、西川享助さん（空手道禅
道会小金井道場道場長）／いずれも午後
２時〜４時／市民会館・萌え木ホールＡ
会議室／１００円（資料代）／当日直接会場
へ／田中（☎０８０－５６４５－１４７７）
●Ｊｕｓｔ　Ｍｕｓｉｃ　ｉｎ　ＫＯＧＡＮＥＩ　
ｖｏｌ.２　２月１０日（金）午後７時開演／
小金井　宮地楽器ホール小ホール／小金
井市近郊の音楽家たちによる歌曲・室内
楽の夕べ。プーランク歌曲ほか／一般
２,０００円、学生１,５００円、中学生以下１,０００
円／チケット販売は同ホール２階事務室
で／Ｊｕｓｔ　Ｍｕｓｉｃ　ｉｎ　ＫＯＧＡＮＥＩ・
津田（☎０８０－９１７８－２３５９）
●講演会「こころとからだに耳をすま
す」　 ２月１１日（祝）／小金井　宮地楽
器ホール小ホール／①野口体操＝午前１０
時〜正午、５０人、２,０００円②講演会＝午後
２時〜４時３０分、大熊雅士さん（ＮＰＯ
法人元気プログラム作成委員会副理事
長）ほか、１２０人、１,０００円／申し込みは、
電話またはＥメールで（一社）エッグツリ
ーハウス（☎０３－３８６７－６７９１死tethws@ 
gmail.com）へ。
●第５回「小金井が好きだ。」ポスター
写真コンテスト展示・表彰イベント　２
月１１日（祝）午前１１時開場、午後４時表
彰式、６時展示終了／小金井　宮地楽器
ホールマルチパーパススペース／「小金
井恋物語」をテーマにした応募作品の展
示、来場者による人気投票、表彰、小金
井ロケ映像作品の紹介／当日直接会場へ
／こがねいロケよび隊・田村（☎０９０－
８７４４－９２００）
●小金井吹奏楽団ＧＲＥＥＮ'Ｓ第４回定
期演奏会　２月１２日（日）午後２時開演
（１時３０分開場）／小金井　宮地楽器ホー
ル大ホール／音楽で巡る日本と世界２部
構成。知恵を持つ海、はとポッポの世界
旅行、未来へつなぐメッセージ、歌と吹
奏楽で届ける希望のメッセージほか／無
料／当日直接会場へ／同楽団・渡辺（☎
０９０－４７０２－３７８８）
●武蔵乃桜太鼓２０周年記念演奏会　２
月１８日（土）午後４時〜６時３０分（３時
３０分開場）／小金井　宮地楽器ホール大
ホール／武蔵乃桜太鼓および東正流のほ

か３団体による演奏／無料／当日直接会
場へ／武蔵乃桜太鼓・三井（☎０９０－４９４４
－３２８４）
●記念講演会「老化と脳あれこれ」　 ２
月２０日（月）午後３時〜４時３０分（１時
３０分から演芸あり）／小金井　宮地楽器
ホール小ホール／加藤進昌さん（元・東
京大学病院長）／１５０人／５００円（資料代）
／２月１０日までに、電話でＮＰＯ法人ピ
ン・シャン・コロリ研究会・末宗（☎０８０
－３０８３－７０７１）へ。
●地域で楽しく子育て講座　①絵本で広
がる子育ての世界＝２月２３日（木）、八田
珠穂さん（ストーリーテラー）②地域で
子育てワークショップ＝３月２日（木）／
いずれも午前１０時〜１１時４５分／前原暫定
集会施設／各３０人（申込順）／保育あり
（１０人）同室受講可／２月３日から、フ
ァクスまたはＥメールで遊び文化ＮＰＯ
小金井こらぼ（☎ ＝０４２－３８４－２５６９、
死koganei.kodomo@gmail.com）へ。
●第２５回市本因坊戦　３月５日（日）
午前９時〜午後５時／公民館緑分館／市
内在住・在勤・在学の方／Ａ級（５段以
上）＝オール互戦、Ｂ級（初段〜４段）、
Ｃ級（１級〜９級）、Ｄ級（１０級以下）＝ハ
ンデ戦、順位はスイス方式／会員１,５００
円、一般１,８００円、高校生以下１,０００円
（昼食代含む）／２月２２日までに、電話
またはファクスで囲碁連盟・五師（☎ 
＝０４２－３８４－７５７２）へ。
 

●歩きませんか紅梅白梅咲く谷保天満宮
まで　２月１９日（日）雨天実施／①ＪＲ東
小金井駅南口午前８時②市役所本庁舎８
時３０分③貫井神社８時５０分集合〜正午ご
ろ谷保天満宮梅林解散（距離約１０ｋｍ）
／２００円／水筒等持参／当日直接各集合
場所へ／市ウオーキング協会・浜薗（☎
０４２－３８１－２２００）
●第３４回地域別対抗卓球大会　２月１９
日（日）／午前９時〜午後６時／総合体育
館／市を地域別にＡグループとＢグルー
プに分け、リーグ戦後トーナメント方式
で順位を決定／市内在住の方／１チーム
（８人）４,０００円／ゼッケン着用／２月１
日〜９日に電話、ファクスまたはＥメー
ルで市卓球連盟事務局・佐久間（☎ ＝
０４２－３８２－８３５５死seipenta.t@gmail.com） 
へ。
●第１２回チャリティーダンスパーティ
ー　３月５日（日）午後１時〜４時／総

FAX

FAX

FAX

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

◆わらべ歌遊びとリトミック・ピッチカ
ート　原則毎週水曜日午前１１時から、栗
山公園健康運動センターで。保護者と子
ども（２歳くらいから）。連絡は林谷
（☎０４２－３８４－７０８１）へ。
◆チェリーはあと　原則隔月１回午前１０
時〜午後１時、公民館緑分館で。おいし
いだしの取り方や野菜を使った簡単な家
庭料理を作ります。連絡は戸嶋（☎０４２
－３８２－０２３８）へ。
◆ピアノ　不定期。公民館貫井北分館・
貫井南分館等で。男女問わず中高年初心
者対象のピアノ講座です。自由に参加で
きます。１０月にはコンサートを開催。連
絡は吉野（☎０４２－３８１－５９４３）へ。

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

◆パワーアップ健康体操クラブ　原則毎
週金曜日午後１時〜３時、総合体育館等
で。講師は小野由紀子さん。見学・体験歓
迎。連絡は村越（☎０４２２－３１－１２７１）へ。
◆英会話サークル・グリーン　原則月２
回土曜日午後６時から、公民館緑分館
で。ネイティブの先生と楽しく会話して
います。見学・体験歓迎。連絡は三輪
（☎０４２２－３１－２８６０）へ。
◆社交ダンス・アリス　原則月曜日、基
礎・初級は午後０時１０分から、中級は午
後１時１５分から、公民館緑分館で。男女
講師が指導。初心者・未経験者歓迎。連
絡は武本（☎０８０－６６６９－５１０８）へ。
◆はじめてピアノの会　原則第１・４火
曜日午前１０時３０分〜正午、小金井　宮地
楽器ホールで。中高年のピアノ初心者が
グループレッスン。講師は森田有紀子さ
ん。連絡は大野（☎０９０－６７１３－０６１７）へ。

合体育館小体育室／１２０人（申込順）／当
日１,２００円、予約１,０００円／ミキシング、
トライアルあり（飲み物付き）。ダンス
シューズ持参（ヒールチェックあり）／
２月１５日から、電話で市ダンススポーツ
連盟・小松（☎０４２－３８４－１９１１）へ。
●第１０２回市バドミントン選手権大会
一般＝３月１２日（日）、中・高校生＝２８日
（火）いずれも午前９時１５分から／総合体
育館／男女シングルス、ダブルス、ミッ
クス／１種目１,５００円（中学生５００円、高
校生１,０００円）／１人２種目まで／２月１５
日までに、所定の用紙に必要事項を明記
し、ファクスで体育協会バド係（ ０４２
－３８４－４００３）へ／市バドミントン連盟・
佐々木（☎０９０－４０２４－１７５９）
●親子スキンシップ体操　４月７日〜６
月３０日の金曜日午前１１時〜１１時５０分／総

FAX

合体育館／１歳１０か月以上の親子／２０組
（多数抽選）／２,０００円（月額）／３月１４日
（必着）までに、往復はがきまたはＥメ
ールに親子の氏名（ふりがな）・性別・生
年月日・住所・電話番号を明記し、黄金
井倶楽部「親子係」（〒１８４－０００５桜町２－
２－３１☎０４２－４０６－２２８０死npo.koganei-
club@jcom.home.ne.jp）へ。
●小学生陸上教室　４月１１日〜６月１３日
の火曜日午後４時１５分〜５時３０分（５月
２日を除く）／上水公園運動施設グラウ
ンド／伊藤友広さん（元・五輪選手）／
小学生／５０人（多数抽選）／９,０００円（９
回分）／３月９日（必着）までに、往復
はがきに住所・氏名（ふりがな）・性別・
電話番号・学校名・新学年・保護者氏名を
明記し、黄金井倶楽部 係（〒１８４－０００５
桜町２－２－３１☎０４２－４０６－２２８０）へ。
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市消防団出初市消防団出初式式
　１月８日に、新春恒例の市消防団出
初式が武蔵小金井駅南口交通広場で行
われました。　式には、少数精鋭で活
躍する消防団員の姿を見守る家族、市
民が多く集まりました。

成人の日記念行成人の日記念行事事
　１月９日に、小金井　宮地楽器ホールで、成人の日記念行事が、同実行委
員会（新成人等）企画運営およびさまざまな団体の協力で開催されました。
今年の対象者は１,２０７人で、当日は７０２人の方が参加しました。
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し
た
あ
と
、
参
加
者

全
員
で
感
想
を
共
有
す
る
読
書
会

で
す
。

と　

き　

３
月
４
日
（
土
）
午
前

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ｃ
・
Ｄ

テ
ー
マ　

花

定　

員　

紹
介
者
８
人
（
申
込

順
）、観
覧
者　

人（
当
日
先
着
順
）

２０

そ
の
他　

市
立
図
書
館
所
蔵
の
本

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

平
成　

年
度
高
齢
者
学
級

２９

け
や
き
学
級
準
備
会

平
成　

年
度
子
育
て
・

２９

子
育
ち
支
援
講
座
準
備
会

図
書
館
読
書
会

ぬ
く
き
た
リ
ー
ブ
ル

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
気
楽
に
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
所
で
す
。
ご

家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
地
域
の
方

や
専
門
家
と
交
流
、
情
報
交
換
を

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
６
日
（
月
）
、　
１６

日
（
木
）
午
前　

時　

分
～
午
後

１０

３０

２
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

参
加
費　
　

円
（
お
茶
代
）

１００

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

 　

参
加
者
の
お
薦
め
の
本
や
ア
ー

ト
を
切
り
口
に
、
参
加
者
同
士
の

対
話
交
流
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

と　

き　

３
月
１
日
（
水
）
午
後

３
時
～
５
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
２

階
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム
Ａ

定　

員　

８
人
（
申
込
順
）

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 
と　

き　

２
月　

日
（
木
）
午
前

１６

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

そ
の
他　

▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▽
小
銭
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

認
知
症
カ
フ
ェ
ぬ
く
い
き
た

本
と
ア
ー
ト
で
対
話
を 
愉 たの

し
む
儿
ぬ
く
き
た
茶
話
会

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と

お
も
ち
ゃ
の
病
院

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
１
・
５

２００

㍍
×
０
・　

㍍
）

４５

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

そ
の
他　

つ
り
銭
や
値
札
等
は
、

出
店
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
何
か
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
を
消
費
者
の
視
点
で
解
説
し
ま

す
。

と　

き　

２
月　

日
（
木
）
午
後

２３

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
１

階
Ａ
会
議
室

講　

師　

村
千
鶴
子
さ
ん
（
弁
護

士
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
経
済
課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
１
）
へ
。

３８７
 　

ま
ち
な
か
観
光
案
内
人
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
）
が
、
金
蔵
院

や
美
術
の
森
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
繊
維
産
業
の
歴

消
費
者
講
座　

い
ま
知
っ
て

お
き
た
い「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

基
礎
講
座

ま
ち
な
か
観
光
案
内

ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー

儿
美
術
の
森
と
科
学
博
物
館

　

め
ぐ
り

史
な
ど
を
、
館
内
ガ
イ
ド
付
き
で

鑑
賞
し
ま
す
。

集
散
時
間
・
場
所　

２
月　

日
１５

（
水
）
午
前　

時
小
金
井　

宮
地

１０

楽
器
ホ
ー
ル
正
面
玄
関
前
集
合
～

正
午
黄
金
や
解
散

コ
ー
ス　

黄
金
の
水
、
金
蔵
院
、

美
術
の
森
緑
地
、
東
京
農
工
大
学

科
学
博
物
館
ほ
か

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

費　

用　

大
人　

円
、
小
学
生
以

１００

下　

円
（
保
険
代
等
）

５０
申　

込　

２
月
２
日
～　

日
に
、

１０

電
話
で
市
観
光
ま
ち
お
こ
し
協
会

（
☎　

儿　

儿
３
９
８
０
）
へ
。

０４２

３１６

  　

近
年
の
都
内
で
発
掘
調
査
さ

れ
、
注
目
を
集
め
た
７
区
市
８
遺

跡
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
公
開

講
演
で
は
、
多
摩
地
域
と
小
金
井

市
の
考
古
学
の
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
報
告
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
日
）
午
前

１９

　

時
～
午
後
４
時

１０と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
大
ホ
ー
ル

講　

師　

坂
詰
秀
一
さ
ん
（
立
正

大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

都
教
育
庁
管
理
課
埋
蔵

文
化
財
係
（
☎　

儿
５
３
２
０
儿

０３

６
８
６
３
）
、
市
生
涯
学
習
課
文

化
財
係（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 　

地
域
の
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に

し
て
、
読
み
方
や
時
代
背
景
等
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
、
３
月
５
日

２６

日
、　

日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日
午

１２

前　

時　

分
～
午
後
０
時　

分

１０

３０

３０

第　

回
東
京
都
遺
跡
・

４２
調
査
研
究
発
表
会

古
文
書
講
座

（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

講　

師　

太
田
和
子
さ
ん
（
市
史

編
さ
ん
委
員
会
調
査
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　
０４２

３８３

儿
１
１
９
８
＝
午
前
９
時
～
午
後

４
時　

分
）
へ
。

３０

 　

同
研
究
会
は
、
小
金
井
市
、
国

立
市
、
狛
江
市
が
連
携
を
図
り
、

男
女
共
同
参
画
施
策
を
推
進
す
る

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
は
、
「
今
考
え
た
い
男
女

２８共
同
参
画
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す

る
知
識
を
学
び
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
日
）
午
後

１２

１
時　

分
～
４
時　

分
（
１
時
開

３０

３０

場
）

と
こ
ろ　

国
立
市
公
民
館
地
下
ホ

ー
ル
（
国
立
市
中
１
儿　

儿
１
）

１５

定　

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

８０

〈
講
演
会
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
儿
は
じ
め
て
の
人

で
も
理
解
で
き
る
基
礎
講
座
〉

時　

間　

午
後
１
時　

分
～
２
時

３０

多
摩
３
市
男
女
共
同
参
画
推
進

共
同
研
究
会

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

分
３０講　

師　

原
ミ
ナ
汰
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
共
生
社
会
を
つ
く
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）

※　

こ
の
講
演
会
は
、
多
摩
・
島

し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
金
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
を

支
え
る
ー
あ
な
た
の
周
り

の
大
切
な
人
へ
〉

時　

間　

午
後
２
時　

分
～
４
時

５０

　

分
３０コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

原
ミ
ナ
汰

さ
ん

パ
ネ
リ
ス
ト　

エ
ス
ム
ラ
ル
ダ
さ

ん
（
脚
本
家
）
、
下
平
武
さ
ん

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
連
合
会
事
務
局
局

員
）
、
小
林
ヒ
ロ
シ
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
家
族
と
友
人

を
つ
な
ぐ
会
東
京
理
事
）
、
安
田

雅
彦
さ
ん
（
株
式
会
社
ラ
ッ
シ
ュ

ジ
ャ
パ
ン
人
事
総
務
部
長
）
ほ
か

協　

賛　

公
益
財
団
法
人
東
京
都

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い

て
＝
国
立
市
市
長
室
男
女
平
等
・

人
権
・
平
和
担
当
（
☎　

儿　

儿

０４２

５７６

２
１
１
１
内
線　

・　

）
、
事
業

２２９

２５６

全
般
に
つ
い
て
＝
市
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８７

９
８
５
３
）

　あることから人前に立つことを望まなか
った王族の人間が、次第に強く優しい国王
へと成長するヒューマン・ドラマです。
と　き　２月１８日（土）午前１０時３０分から、
午後３時３０分から（いずれも３０分前開場）
ところ　公民館貫井北分館
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「英国王のスピーチ」
第517回市民映画会

（ ）２０１１年
トム・フーパー監督

118分

若
者
に
よ
る
自
主
講
座

つ
く
っ
て
！

は
じ
め
て
の
ラ
テ
ア
ー
ト　演劇界の第一線で活躍する劇作家・俳優・演出家・劇団ハイ

バイ主宰の岩井秀人と、カンヌ国際映画祭「ある視点」部門の
審査員賞を受賞した市の観光大使でもある映画監督深田晃司。
ともに小金井出身で親交のあるふたりが自身や小金井を語りま
す。
と　き　３月１８日（土）午後２時から
ところ　同ホール小ホール
定　員　１５０人
申込方法　申し込みは、電話、Ｅメールまたは直接、参加者全
員（２人まで）の氏名（ふりがな）、代表者の電話番号と住所を同
ホール（☎０４２−３８０−８０９９死koganei-ticket@sps.sgn.ne.jp）へ。

小金井 宮地楽器ホー小金井　宮地楽器ホールル
ＦＯＣＵＦＯＣＵＳＳこがねいこがねい
トークセッション岩井秀人×深田晃トークセッション岩井秀人×深田晃司司
「おれたち小金井族−小金井から生まれ「おれたち小金井族−小金井から生まれたた
２人の作家２人の作家」」
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２
月
５
日（
日
）

２
月　

日（
土
・
祝
）

１１

２
月　

日（
日
）

１２

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局
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稲垣薬局桜町店

（ ）桜町1－8－5
☎042－380－5838

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229

 
サンドラッグ小金井梶野町薬局
（ ）梶野町1－7－32

☎0422－36－7382

 
ひばり薬局（小金井店）
（ ）本町2－11－10シェリール1F

☎042－316－5579

 
ともえ調剤薬局

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
たま調剤薬局（東町店）
（ ）東町3－11－18

☎0422－39－5778

 
本町薬局

（ ）本町1－19－2
☎042－383－3515

 
キタムラ薬局

（ ）本町1－8－12東栄ビル１階
☎042－384－8292
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第15回小金井公園第15回小金井公園うめまつうめまつりり
2月18日（土）～19日（日2月18日（土）～19日（日））

出演・講師会　場と　きイベント

鳥居恒夫さん
（植物・園芸研
究家）

同公園サービ
スセンター１
階会議室

２／１８（土）
１３：００〜１５：００

講演会
「梅のお話」

市文化連盟茶道
部

同公園梅林内
特設会場

　／１８（土）、１９（日）
１１：００〜１５：３０野　 点 

だて

市書道連盟・小
金井伝統文化書
道会

　／１８（土）、１９（日）
１１：００〜１５：００書道体験

小金井三曲連盟
　／１８（土）、１９（日）
１３時、１４時、１５時から
（各回３０分程度）

お琴の演奏

大川義秋さん
（ヘブンアーテ
ィスト）

三味線の演奏

市植木組合
　／１９（日）
１１時、１３時、１４時から
（各回３０分程度）

和の体験教室
（飾り結び）

市農園芸・西東
京生産組合

　／１９（日）
１１：００〜１５：００物産展

※　費用、申込方法等詳細は、お問い合わせください。
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　毎年２月に、約１００本の梅が咲
き甘く香ばしい香りに包まれる同
公園梅林で、毎年恒例の「うめま
つり」を開催します。
　期間中は、臨時売店の出店や同
公園のボランティア団体の活動紹
介などを行います。
ところ　都立小金井公園

問合先　小金井公園サービスセン
ター（☎０４２−３８５−５６１１）
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募集区画等　渇ぬくいきた市民農園
（貫井北町２−６）＝４５区画
※　多数抽選、１区画約１２㎡
※　ぬくいきた市民農園は４月１日に
開園予定の新たな市民農園です。

※　みどり第３市民農園は３月３１日で
閉園となります。

※　くりやま市民農園は平成２８年１１月
３０日で休園となりました。
利用期間　４月１日〜平成３１年３月２３
日
対　象　市内に住所を有し、次の要件
をすべて満たしている世帯（市の公簿
等で要件の確認をします）
渇　耕作できる土地を有していない世
帯

渇　平成２９年４月以降に市が開設して
いる市民農園・高齢者農園の利用権
を有していない世帯

費用（年額）　６,６００円（予定）
申込方法　２月７日（消印有効）まで
に、往復はがき（１世帯１通）の往信
用裏面に希望農園名・住所・世帯主の
氏名（ふりがな）・年齢・電話番号、返
信用表面に住所・世帯主の氏名を明記
し、経済課産業振興係「市民農園申込
担当」（〒１８４−８５０４住所不要）へ。
 

　高齢者の方が野菜や草花を栽培する
ことを通して、余暇の活用と健康に役

市民農市民農園園

高齢者（いきいき）農高齢者（いきいき）農園園

立てられる高齢者（いきいき）農園の
利用者を募集します。
募集区画等
渇　東町二丁目高齢者農園（東町２−
２５）＝６０区画
渇　中町二丁目高齢者農園（中町２−
３）＝３５区画（日当たりの悪い区画
があります）
※　いずれも多数抽選。１区画約６㎡
利用期間　３月下旬〜平成３１年１月３１
日
対　象　市内在住の平成２９年３月１日
現在６０歳以上で、次の要件をすべて満
たしている方（市の公簿等で要件の確
認をします）
渇　耕作できる土地を所有していない
こと
渇　申込者本人が耕作すること
渇　市民農園を利用していないこと
費　用　無料
申込方法　２月７日（消印有効）まで
に、往復はがき（１世帯１通）の往信
用裏面に希望する高齢者農園名（１か
所のみ）・住所・世帯主の氏名・生年
月日・電話番号、返信用表面に住所・
世帯主の氏名を明記し、経済課産業振
興係「高齢者農園申込担当」（〒１８４−
８５０４住所不要）へ。

−◇共　通◇−
その他　抽選結果は、３月上旬までに
お知らせします。
問合先　経済課産業振興係（☎０４２−
３８７−９８８２）

市民農園・高齢者農園市民農園・高齢者農園のの
利用者を募利用者を募集集


